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発刊のことは

北海道乗馬連盟

会 長 加 藤

昭和２８年に北海道乗馬連盟が創立されて４０年を迎えましたのを機に、此の長

い歴史を収録し記念誌として発刊することになりました。

連盟結成当初から幾多の苦難と奉仕という変遷を繰りかえしながら、こんに

ちの基盤を築かれた先輩の皆様に、往時を偲び、その偉業に感謝と敬意を表す

る次第です。

当連盟は北海道体育協会に加盟するとともに社団法人日本馬術連盟の組成団

体として、２度の国体馬術競技会を開催しました。その後、国体、全日本大会

などへの参加を活発にするとともに、全道大会を年に５回、高校、社会人、そ

の他全国レベルの事業も活発に開催してきました。その過程に於いて国体優勝

２回、上位入賞も数多く獲得し、参加選手はもとより、会員の乗馬技術の向上

は目覚ましいものがあります。

なお一般にも乗馬普及が行き渡りつつあり、近年各地域に乗馬クラブの誕生

が数多く見られ、乗馬熱の高まりは目を見張るものがあり、北海道の乗馬界も

全体に活況を呈して参りました。この状況に鑑み、今後の事業推進については

先ず第一に、会員団体が道内一円に広く点在している現実を念頭に置き、各事

業が円滑整正に実施され、多くの人馬の参加が望める展開にすることが肝要で

あ り ま す。

幸い本年は創立４０周年、極めて大きな節目を迎えたのを機に、「馬産地、北

海道」の名にふさわしい、乗馬家の養成を目指し全機能をあげ努力するつもり

であります。

関係の皆様のご支援を切望し記念誌発刊のご挨拶といたします。



４０年史の発刊を祝って

北海道乗馬連盟

名 誉 会 長 高 橋 賢 一

北海道乗馬連盟会長加藤弘さんがわざわざ小生の事務所に御足労を頂き、昭

和２８年１０月に発足して以来今年で４０年を迎えるに当り、これを記念して「北海

道乗馬連盟４０年史」を発刊することになったので巻頭を飾る挨拶文を書けとの

こと、突然のことでとまどいましたが、北海道が初めての国体を引き受けた時

のことを思い出しました。当時は地方競馬もパラパラで私の場合は東室蘭、岩

見沢等に競走馬を出していた頃であったと思います。その関係で道庁から馬を

買って来てくれと頼まれました。２０頭の馬を探してくれとのことで日高のセリ

市を廻って２０頭の馬を購買して来たことを思い出します。

それを中央競馬会にお願いして、厩舎を貸して頂き、当時北海タイムスの社

長をしておられた菊地さんを会長にグループを作って、国体に向って馬の調教

を始め、準備を進めてやっと国体に間にあったのです。菊地さんは３６年迄会長

を努めて頂きました。外に札幌市議会議員の竹田忠幸さんにも何かと御世話に

なったことでした。

月日の達つのは早いもので二度目の国体が北海道に回って来たのですが、こ

の度は馬術連盟がしっかり出来ていたので３年前から準備を進めることが出来、

優勝することが出来たことは幸いでした。

それから乗馬熱は益々盛んになり、結構なことと喜んでいます。

北海道は全国-の競争馬生産地ですが殆どがサラブレッドです。馬術・障碍

に合う体型の馬の選択が必要だと思います。



発 刊 の こ と ぱ 北 海 道 乗 馬 連 盟 会 長 加 藤 弘

４０年史の発刊を祝って
北 海 道 乗 馬 連 盟 名 誉 会 長 高 橋 賢 -

グラビアのページ
創立４０周年記念式典・祝賀会
４０年の歩み

４ ０ 周 年 を 迎 え て ひ と こ と

浦 河 町 長 谷 Ｊ １ １ 弘 - 良 １ １ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● １

旭 川 乗 馬 倶 楽 部 宮 田 四 郎 ・ ● ・ ・ ● ・ ・ ● ● ・ ● ・ ● ・ ・ ・ ・ ・ ● ・ ● ２

北 海 道 乗 馬 連 盟 副 会 長 岡 田 光 夫 ・ ・ ● ・ ・ ・ ・ ● ・ ・ ● ・ ・ ● ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ５

北 海 道 乗 馬 連 盟 副 会 長 吉 田 勝 巳 ・ ● ・ ・ ・ ・ ・ ・ ● ・ ・ ● ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ６

北 海 道 乗 馬 連 盟 監 事 河 田 啓 一 郎 ● ・ ・ ・ ・ ・ ● ・ ・ ・ ・ ・ ● ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ９

足 寄 乗 馬 ク ラ プ 橋 本 民 雄 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● や ● ● ｉ ● ． ． １ ２

岩 見 沢 乗 馬 ク ラ プ 辰 田 詔 平 ● ・ ・ ● ・ ・ ・ ● ・ ・ ● ・ ・ ● ・ ・ ・ ● ・ ・ ・ １ ４

ゴ ヒ 海 道 大 学 馬 術 部 部 長 斉 藤 善 - ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ・ ● ・ ● ● ● １ ４

北 海 道 大 学 乗 馬 同 好 会 佐 合 義 弘 ・ ・ ・ ● ● ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ● ・ ・ ・ ・ ● ・ ・ １ ７

岩 見 沢 乗 馬 ク ラ プ 中 曽 根 宏 ２０

乗 馬 ク ラ プ メ イ ン フ ィ ー ル ズ 高 田 龍 馬 … … … ・ … ２ ２

北 海 道 乗 馬 連 盟 創 立 の 歴 史

１ 北 海 道 乗 馬 連 盟 創 立 の 背 景．

（１）北海道と馬の関係●●●゛？゜●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
● ・

（２）軍隊丿喝術●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●’●●●●●

（３）学生馬術●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

（４）社会

２８
２８
２９
２９

２ 北 海 道 乗 馬 連 盟 の 設 立 と 沿 革

（１）倉ｑ設当初倉り立総会●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●３０

（２）１１１９回国体開催の頃●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●３１

（３）連盟隆盛期●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●３２
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７１

１０３

３ 北 海 道 乗 馬 連 盟 事 業 実 績

（ １ ） 連 盟 主 催 事 業

① 講 習 会 事 業 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ３ ７

② 強 化 事 業 ゛ ・ ・ ● ・ ● ● ・ ● ・ ● ・ ● ・ ● ● ● ● ・ ● ● ・ ・ ● ・ ● ・ ● ・ ・ ● ・ ・ ● ・ ・ ・ ・ ・ ● ● ・ ● ・ ・ ・ ・ ● ● ● ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ● ・ ● ● ● ● ● ・ ● ・ ・ ● ３ ７

° ③ 競 技 会 事 業 ・ ・ ・ ・ ● ・ ・ ・ ● ・ ・ ・ ● ● ・ ・ ・ ● ・ ・ ・ ● ● ・ ・ ・ ・ ・ ・ ● ・ ・ ・ ・ ・ ・ ● ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ● ● ● ● ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３ ８

④ は ま な す （ 浦 河 ） 国 体 強 化 事 業 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ． ● ● ● ● ● ● ４ ０●

⑤ そ の 他 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ４ １

（ ２ ） 臨 時 的 事 業 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ４ １

北海道乗馬連盟史年表（乗馬の

功労者及び功労馬受賞一覧

北海道乗馬連盟会員団

ゴヒ 海 道 の 乗 馬 地 図 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ６ ４

北海道乗馬連盟

ｊヒ海道乗Ｊｌｌ；連盟役員名簿●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●７４

ｉ ｌｊヒ海道乗丿喝連盟事業推進委員会名簿パ ̈ ̈ ̈ ̈ ̈ … …………７ ̈ ’ ̈ ̈ … ……………７６

１
ｊ 日 本 馬 術 連 盟 北 海 道 地 区 審 判 員 名 簿 （ 国 内 審 判 員 、 地 方 審 判 員 ） … … … ７ ８

１；ｊｌ ｊ 現 行 北 海 道 乗 馬 連 盟 会 則 、 理 事 会 規 程 及 び 選 考 委 員 会 規 程 … … … … … … ８ １

ｊヒ海道乗馬連盟発足時の規約●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●９０

ｊヒ海道乗馬連盟昭不口５１年改正の会貝ｌｊ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●９５

編 集 後 記 ● ● ● ●
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北 海 道 乗 馬 連 盟 加 藤 弘 会 長 式 辞 （ 概 要 ）

ご来賓の皆様をはじめ、お集まりいただきました皆様には、何かとお忙しいところ、ご出席をい
ただきまして誠にありがとうございます。
ご案内のとおり、当連盟が設立されましたのが昭和２８年１０月でございますが、北海道では昭和２９

年に第９回の国民体育大会が開催されるはこびとなり、急速連盟の設立により、馬術競技の開催・
準備及び競技参加体制づくりを開催したのであります。
連盟発足当時の会長は菊池吉次郎北海タイムス社長（現北海道新聞社）で、昭和３７年から高橋賢

一氏が会長に就任し、平成３年までの長期にわたり会長として当連盟の発展に大きく寄与されまし
た 。
顧みますと、当連盟発足後の歴史に大学馬術界は欠かせないものであり、道内外競技会での活躍

及び連盟開催事業への貢献は目覚ましいものがありました。
しかし、近年は道内各地に多数の乗馬団体ができ、各方面から会員が集まり、高校生及び一般社

会人をも含めて幅広い地域から競技及び事業への参加協力が行われるようになりました。
そのよい例が、平成元年に開催された浦河国体で道内馬術関係者が一丸となって馬術競技会の開

催に当たったことであり、その効果が現在にまで続いているという事実であります。その結果、国
体、全日本大会、東日本大会などでも良い成績を上げることができました。
今後は、今日ご来場の皆さんをはじめ、関係各方面の方々のご指導とご協力を得て、ますます、

北海道の馬術が発展するよう努力して参る所存であります。
最後に、関係者におかれましては、今一度、当連盟に対するご指導ご鞭燧をお願い申し上げます
とともに、本日ご臨席を賜りました皆様のご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げまして、私の式
辞といたします。

式 典 次 第
式
来 賓 祝

辞
辞

北 海 道 乗 馬 連 盟 会 長
囲 日 本 馬 術 連 盟 会 長
㈲北海道体育協会専務理事
北海道生活福祉部生活文化課課長

祝 電 披 露
４０周年記念功労者表彰

高橋
半渾
宮田

様
様
様

む
器

日本馬術連盟の原会長、千葉常務理事、
約８０名と盛会でした。

庄内
鎌田
千葉

様
様
様

幹
齢

橘内
磯田

様
様
様
様

弘
三
也
一

昌
哲
憲

長田業務部長を始め多数の来賓がご出席され、出席者は
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日本馬術連盟常務理事

干葉幹夫氏

１

●Ｉ

一

９
　
’Ｌ靴ツ燎Ｊ

……ＮＥＵ４
　ｏｌ
　　１１
　５ｊ
　１

…
…
゛
｀
’
‘
Ｉ
よ
・

Ｕｍ１１６１
　　１
　１１１１

で
’
・
Ｉ
Ｊ
１
　

ぃ
、
、

｜

Ｊ



心 う ‘

り

１１

７三ご邨ｒ - Ｊ ． ～ ・ 〃

ｌｊ
Ｌ

１一
一
Ｉ
．

か

ｊＪ

多数の祝電が寄せられた。

丿
齢
ａ
Ｊ

、、７４１

ｔ７

ｒ ” ／ 之．

゛ ぶ

ｋ - １

宛
４

４１

ｙ＝

・・・ｉ

　ｄ　ｋｌ１　１　１　１　１　１　Ｅ
ｏ
　
ｏ

丿 ． ． ・、
ｊ ｌ ｊ

ｙ - 一

一

- Ｊ

-

ＪＩＪ

７し高言ン

１１

なｊ

ｔ・

-ｉ，

ぢ
ｉＬ，

，ｉき．

言

Ｑ
● ゝ

-

’ ｉ
-

し

一 一 ’ Ｍ Ｉ

ｙ ｙ．

ｙ



ｊ
・
『
『

ｌｌ

一
ｌ
ｆ
．
一
一

樋北海道体育協会

専 務 理 事 橘 内 哲 也 氏

ｊｖ

．
Ｗ
Ｕ
Ｒ

訪
・β
。
丿

声

ＩＥ１
　　１１１１ｊｊ１１
　　０１１１
　１４４１１
　
　
　
面

ｊ

ｙｊ

ｌ
ｌ
ｙ
　

い
Ｉ
Ｉ
‘
．
、 ～ ～

-

・

・
-
-

-

Ｉ？ｙ’ヤ゙ ｀，

ｒ ゛ ‾’

Ｌ

Ｖ

Ｉ

Ｅ

泌
・
-
-
。
Ｅ
-
-
‘
１
、
ｉ
…
…
‘
。
“
・

Ｃ ・

ｇｌｊｉｉ環影胴ｌｌ融１

郡川吊川｜｜｜咽犀‖｜悶１１１１阿，

〃 〃 - Ｊ
-

ゝ

、ｔｊりダグ

- ・ や ９ ‘ ｉ
≒ “ ‘。
き 。 些 ９ 重

Ｉ
ｌ
ｍ
ｙ

｝ 垂’
：？妻珊珊
’１１１１１１１１１１１卜１１１１哨呵７１司川｜‖胴川１４７１聊腎４



二１皿・・゙ Ｉ’

ｊ
Ｗ
Ｍ
Ｗ
Ｏ

／

リ ｙ
・ｊ-

グ

７が「

‰ｔ：１で………ｉ；

りＱ４ｊｉｌ

●

岬ｊ

：１゙｀

１
１

ｄｌ

１

１●ＦＪ

ｊ
ｌ
置
脇
卿

Ｊ ，-

Ｉ
Ｓ
Ｉ
　

ＥＪＪ
　１１１７１罫φ

濁
ぶ

１・’
に
］
七
乱
修
行
詐
ぽ
頂
ム
ー

ノ
仏
…
…
…
…ｙ
一
．
し
ヽ
̶

レ
寿
４
了
Ｉ

』俗心

ぎｊｊｓ
ｊ
〆．

ｒ

ｙ
四“一一

｀ -

Ｆ⌒
～ Ｗ

ゝ？Ｉｌｊ５＆

な琵し蕩Ｅ・ べ Ｊ

、こー・ｙｙｌｉ` ．ご

・？・｀

｀ ・ 、 ・、

％ ． -

～ ９ ・ ＝ 二

ｊ
則
に

̶
Ｉ
Ｉ
し
人

・

’

１

ht/wwwＦ-哨

０

１

１- ２



Ｉ｀゛゛こぐ夕Ｉ

６

ｊ
-
『
・
-
-

ｌ
ｌ
̶
ｉ
-
̶
-
-
̶
-
・
■
-
ｒ

’ 匍
■
■
ｌ
ｌ
！

｜
ｉ
■
Ｉ
ｊ

-

Ｉ
Ｉ
｀
ｔ
̶
-
̶
-
ｌ
ｙ
リ
ー
４

-｝--ｈ．。・ｌｊ．・｝

̶
ｉ
Ｉ
１
Ｉ
’
Ｉ
ア
ー
ー

ｌ

ｌ

¶
三 ‘’

・ノ‘

４ Ｔ
- 一 一

Ｃ

冷Ｓｊｊμ１４ｙ７．卜ｆ

に り

４

司 政
……１．’ズ辿

、「１

とｋＪぅｊＳ１．、、ぷ
Ｊク・、⌒・丿万……

ぐｉ

●-
臣
ＴＩ

Ｓ２
Ｔ

い；
ｌ
４ゝ１

●

ｊ貳
，：９

ＳＥ
　１

三ｔ；- - ・

い

ｌド・

ごり
Ｊ ｔ

-

ｉ
‘
-
１
蝉

ｌ
ｗ
脊
圃
土

〃

ぺ老

一 一 一 一
一 一 一 一 一 一

-

-

． ｒ 二 ； ｊ ’ 丿

こ岬り

ｒ ・．

Ｖ

．Ｃ

こ ≒ｆＦ
べｔ
Ｉ

１
　ｊｌ
　　１１１

Ｅ
　ｆｎ　ｌｌｌ　　１　

ドフφ１Ｍ

｜

ｉＩ
Ｉ

作
ふ
作
宍
緬
凛
程
づ

ＩＩ
　http://www
.

｜



（
-
故
人
）

／-．

ＶＩ

⑥

①

輿

４ ０ 年 の 歩 み

づで

ｊｌ

-ｊ

- 〃

-

④
④

⑥
簸

叉ｊ
眉

①
（１０⑤②○⑥

匙
呻
子

鳶な゛

- - Ｉ
一 一

⑤④②∩⑥⑥言

- ４

Ｍ
～

敬
称

-

ぞｊ

ごＳ^

八．！

⑥

② ⑤

ｆｊ

か

・ｔｓ

（先頭菊池会長～札幌駅前通）

昭和２９年１１月２日荒川調教師送別会

付石

昭和２９年第９回国体記念パレード

心



昭和２９年６月６日
第１回北海道馬術大会兼第９回国体馬術競技北海道予選大会

（札幌競馬場）̶
-

菊
池
会
長
挨
拶

昭
和
二
十
九
年
エ
・

呑．ｊ

＝＝＝ｙ・

ｉ ｙ、
λ Ｊ

‘
二
‘

４
ね

己
４
一
に

亀

ズ ド ヤ’ｊＭ．・

ヅ牡………

ド ク
１・七屹ブ．

-

-
-

ノ`ゝ
星

谷

Ｊｉ

・ -

万卜
ｉ丁一一

Ｑ

・ゝ・’ｊ

- ・ ミ Ｊ

自 馬 中 障 碍 飛 越 競 技 径 路
所定時閥１分３０砂余裕時間３０砂

’
高
橋
氏
に
本
藍
杯

第
一
回
北
海
道
馬
術
大
会
開
く

１；；：１万万靉ミ詑ご揚透幽ｉ示談鸚
Ｅ
ｍ
ｌ
Ｒ
Ｅ
人
公
知
琵
九
九
時
か
ら
皿
哨
る
札
Ｈ
Ｒ
で
Ｅ
Ｉ
行
わ
れ
Ｄ
ｎ
ｗ
９

　ｉｌｉｊｌｉ
　ｌ
　０４１１１
　ｌｉｌｊｌｌｌｌｌ
　ｊ１１９１
　ｌｉｉ
　１１１１１１１１
　ｉｉｌｌｌｌｊｊ
　ｊｌｊｌｉｏｊｌｊｊｌｌｌｉｉｌｊ４
　　５１１１１１１ｊｌ
　１１１４
　１１１２
　ｌｊｊｉ
　ｔｊｌｊｌｉ４１１１１０１ｊｌｌｌｉｌｏ４１１１１ｊｌｌ
　１１名がΛｓ火ｆについでｎｔｕｍ
　ｊの

認
ａ
ほ
丿
β
公
は
六
旱
萌

｜
｜

！

目

- ｉ

９
　
ｔ
Ｅ
Ｓ
　
Ｎ
　
Ｗ

Ｒ
　ってＷＲｎｌ
　１
　ｔ１４０５１
　ｏ
　１１
　ｔｉ

中
皿
卿
荒
赳
皿
技
か
ら
斜
戦
の
火
心
一

を
口
り
’
大
学
生
中
ほ
碍
刄
り
ピ
ン

Ｗ
９
１
ｊ
Ｅ
一
呪
申
障
の
Ｍ
心
一

｛
｀
平
尽
呟
、
｀
菓
リ
レ
ー
の
七
収
ほ
が
’
．

が
行
わ
れ
口
瓜
申
μ
６
で
は
″
留
｀
呼
　

Ｗ
Ｅ
ｊ
ｔ
１
　
１
１
１
ｊ
１
１
１
　
ｉ
ｌ

ＲｎＥｊ　１
　１
　１
　ｌ
　ｌ
　１
　ｉｏ

Ｗ

Ｕ

ム

ス

邨

、

Ｊ

Ｗ

Ｅ
中
１
Ｅ
　
ｌ
ｊ
Ｒ
ｎ
Ｅ
Ｈ

ｍ
Ｒ
）
百
二
十
七
察
笑
久
９

彦（北大）ＭＩ
　１
　　ｏ
　ｌｊｏｉ７
　ｌｌｌ
　ｌｉ
　Ｅ
　Ｉ
　ｌ
　１
　　ｏ（

大
）
娶
ハ
点
○
岡
ぷ
屁
大
）
＠
ａ

（北大ＯＢ）

公
認
タ
イ
ム
ス
杯
、
札
呪
柑
民
貨

学
生
申
Ｍ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
５
Ｈ

大三百六＋１
　１１
　１
　ｊｊhttp://www.５１.ｌ.
　１１１１３２１１１
　干ｆ

卓
個
人
ｏ
岡
ぶ
洸
（
北
大
西
川
暉
（
北

Ｉ
（
写
真
ｅ
は
Ｗ
Ｅ
　
５
１
い
さ

つ０はｌ
　１
　１
　１
　　ｌ
　ｌ
　ｉ５０１２６１
　１２９
　１Ｊｊ１に優勝し

に
高
稗
遇
手
）

１
←

ｙ
ｌ

Ｋ
｛
９５

・ ふ 一 三 面 讐 - - - ⊃ に
言
ぐ杯

賞
海 タ イ ム ズ

海 道 議 会 議 長

北
北

９時３０分白馬中障碍飛越競技第 １ 競 技

１
５
１
１
Ｒ
Ｕ
　

胃
日
日
月
月

Ｈ
　
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｉ

Ｕ

Ｔ

ｇ

Ｈ

性
Ｉ
Ｓ
呪
牡
ｓ

ａ 亙 駄 馬 も 拓 禎
大 ／ げ 岩 文 号 経 半

所
北

中半
中半
小半
巾半

北 大 好 邨 闘 号
ａ瓜場／ｊタアート９
北 大 ／ 巧 採 山 号
北 大 ｏ ｎ ク ／ 幸 運 号

名
正 人
洸

営§玖

刊 深
以一郎

Ｅ

Ｈ

９９Ｎ
　Ｗ

山場番号
ｌ

大久像
隋 盾

２

３

４

５

ｊ

大
）
＠
ぽ
ｇ
ａ
さ
ｏ
調
山
（
４
大
）

ｎ
Ｕ
大
）

△
ビ
ン
酌
μ
灰
７
麗
】
Ｒ
Ｅ
　

【
逐
岩
ｅ
高
橋
艮
】
（
ｉ
ｉ
ｊ
１
４

地
面
冶
郎
（
殤
君

【
Ｂ
組
一
〇
元
馬
忠
作
Ｉ
Ｓ
６
商

疏
Ｓ
次
郎
（
ｌ
ｒ
Ｓ
ｊ
　
Ｒ
５

｛
北
大
Ｏ
Ｂ
｝

【
ｃ
麗
】
Ｒ
ｍ
　
２
ｎ

Ｕ
Ｅ
（
北
大
ｙ
Ｎ
Ｅ
Ｗ

（所大）

｛
Ｄ
裾
｝
○
如
翫
忿
″
（
北
大
Ｏ
Ｂ
）

一
ｅ
小
林
．
ｍ
鰐
氾
岩
田
阿
心
四
辺

（Ｒ？紙
ぶ
気
が
芋
ａ
９
６
ｕ

Ｉ
Ｓ
Ｎ
Ｈ
Ｗ
　
１
ク
エ
ａ

駅



ｙ石

７ｊ＝

入 場 式

回
二届

虻

銀 鞍 ク ラ ブ 部 班

高橋留次郎氏

開 会 式

％ -

昭
和
二
十
九
年
遠
乗
会

う

高
橋
氏

本
橋
氏

姉
崎
氏

荒
川
氏

高
橋
氏

本
橋
氏

姉
崎
氏

小
野
寺
氏

荒
川
氏



̶
̶
Ｉ
・
-
-

１１

！

̶

-

｜

札鉄乗馬クラブ主催
馬 術 大 会

昭和２９年９月２３日
（札幌市大通西７～８丁目）

庄
内
氏

藤
井
氏

ご ・

半
沢
氏

岡
田
氏

昭和２９年秋
月寒八紘学園に外乗

奈 良 、 太 田、
津 幡 、 稲 垣、
氏 ほ か

小 林 、 菊 池 、 姉 崎、
新矢、白幡、小野寺

新 矢 氏

胴

鎌 田 氏

だ．’ｊ



冪１

ふ 、
心・！

一
西
村
氏

-

＾ ／

ｙ

昭和４８年

氏

ｊへ

乙・

札 幌 楽 馬 会

をｊ

-

Ｃ。

硲
丿

ｙ Ｊ

、．丿．．よ１

１

二
ｊＧ

≒．隨



１・

-
-
-
-

Ｌ

国 体 シ リ ー ズ 昭和３９年６月新潟国体民宿
（新潟沖大地震直前）

昭和６０年１０月鳥取国体

Ｕ
Ｊ - ■

〃

高之丿しぶにまべ………ヽ・こヽレ

゛
一
ｙ
ｌ

ｘ

Ｑ

馬 到 着

ミ
ー

朧
７

襲



Ｉ
～
-
-
-

今り

言

″ｐｌ刀

兄
／．｀’
ｆ ぶ

ＶＩ
ぷ； Ｊｉ

国 体 シ リ ー ズ

４＿

Ｌ
ｉ
ｊ
！

冷』

● ．
- ｄ

？ｊ

覇 空 港 到 着

沖縄国体

-ゝ

昭和６２年１０月２６日
（航空機輸送）

-
ｉ£ぶＦｊ‥∴ごふＱｉ

浦 河 町 激 励

． ｉ 皿

７ 。
-一一

・ｊ；；こ・Ｊ
-

： り

Ｓ・ 〃 ゛

-

サ ボ テ ン 公 園 前

．
ぷ
俯
・
ト
ぷ
卜

Ｆｊｒｒ．●

⑤ ’
卜 … …

（仮厩舎前）

-



-
-
-

］ｉ
｜

ｉ。｜

｜
｜
ＩＩ，

レ

｜ゾ

-
-
-

ｉｌｉ

｜

----

-
-
-

-

-

-
-
-
̶
-
-

-
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・

-
！

ｌｌ
ｉ！

し

-
-

ｉ

----ｊ

こ Ｚ

氷４４極極二万二回⊇Ｔ巾
り

％ 〃 ％
-

（久保田選手）

開 会 式

総合馬術競技

ｉ
｀
̶

Ｊごよ ここ２ ’ゝ；ヽ

-

国体シリーズ
京都国体昭和６３年１０月
（北海道国体前年）

総合馬術野外騎乗

た
ｍ

セントジョージ賞典（小川選手）
馬 場 馬 術 競 技



甑 甦 １

霞贋｜ｌｌＬ』
石二７！ヨそぞこ

・ら
ｔｌｊダぞ

！ ＩＩ鼻’ｆ

浦河国体強化巡回指導

。

・

回

卜
’

村 上 捷 治 氏

’２ふこ７

毎す

Ｊ治Ｉ

舅丿そ旭ｒｙで

（モモセ）

づ １ ‘ ｀ ・

な芦ぶイ

第１回指定馬審査会

指 定 馬 審 査 会

１１砿ｉ函４……レソし巾≒…………ェ

平成元年

回琵友ごま鬘凱活

ぱリ

-や？ｉｌ

ミ
菊

（モモセ）

浦河競技場

，μ、９９；

ム！

（ 酪 農 大 学 ）

日’Ｉロ

折 畔
Ｊｙ……１５

Ｉ ふ ‾

Ｓ ．”

下 見

． り ’ ｉ ・

ｔ
ｌｊ’

錐

”゛゛ｙ - ；

１１



-

-

-
-
-

-
-
■
ｉ
-
-
-
Ｉ

｜｜

Ｕ

浦河国体平成元年９月

優 勝 う ト ロ フ ィ ー

べ・ｊ

？！１

優勝北海道選手団

ゾ
牡

少年クロスカントリー競技
（緒方選手）

４’

開会式（リハーサル大会）

「優駿の火」トーチリレー
（浦河乗馬同好会）

球



各種大会 昭和６０年７月 日本馬術連盟公認北海道馬術大会
（旭川：講習会を兼ねる）

-Ｓ
，／ａＪＩＩ

辨

づ

端三辰≠

佐 野 種 茂 氏

Ｆ号引

澪１

賜

廬 Ｗ尚尚

£影

ごづご．マ’、ｔｉｇ
ｌ … … … Ｊ

ズミ宍

昭和６２年１０月北海道馬場馬術大会（メインフィールズ）

北海道ｔ呂１馬馬術大会（モモセ）Ｒ７呂１４；ロ６２年６月

騨驚ｉ鰹野生冒-

べ．ｊ



　１１９１１
　１１Ｚ
　ＷＪ
　１

　

-
-
-
̶
-
-
１
-
ｉ
̶
-

-

-
-
-

-
-
-
ｉ
-

・
-
１
１
・
-

-
-
-
-

-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-

-

ｉ

ｌ
-
-
＝
-

ｈ］

？Ｗ，｀- 一 一

ＬＩ謐涵７

各種大会

竹 田 恒 和 氏

北海道地区馬術大会
昭和６２年７月（北星乗馬クラブ）

ＫＪ

北海道自，！葛馬術大会（岩見沢競馬場）

毒ご．

ヤ４‘



鰐 ぞこ．し＿．＿Ｊμ嗜

言

”ｔカＳｙ

．ｌ、こ

ｔ 。

乖ぞＩ

四
１
丿

-５ｉ：ヽ、１
- 一 一

示- ． ・ - - Ｓし゛￥’２｀４丿’？，吋，

て２；Ｊ ≧之瓢・ぎぶ

「

第１５回日韓親善馬術大会
昭和５２年７月（北大馬場）

回

Ｖ
Ｉ

ｒｒｔ忿；

回忌ヤＴＪと

Ｓ冶

・７’じべｌ

ｌｙｌｉｊ
一

匹

１-１-`・ふ

こ 寸

こ 唇

ｙｌ，

第１５回全日本高等学校馬術競技大会
昭和５６年８月（酪農大学）

會日減再拿閤咄鰍合
で「Ｔ７不⊇Ｔ

て１

？ ．

ＩＱ

第２７回東日本馬術大会
平成３年９月（ノーザンホースパーク）

４かご

ｇＪ - ・ - ‘

？．１

呉 心 £，ｒｉｊ-
゛ヽｌ

ここ２^ｊ？だｙニ

４

～ｙｓふ

勁ひ

１
い
い
Ｊ
β

惣



̶
-
-
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｒ

講習会
審判講習会（ＪＲＡ札幌競馬場）

昭和６２年５月

コースデザイン講習会

平成２年１１月
（ノーザンホースパーク）

村 上 捷 治 氏

’、・ご、

Ｆ

西 村 喬 氏

ジュニア講習会昭和６０年８月（モモセ）

千 葉 幹 夫 氏

Ｉ Ｘ、

-

ｓＪ．ｊ
ヽ ぼ じ



卜二

４

ｆ．ｉ

二

⇒・

一

’ 鳴 ４
’
１

似

り！
細

ａ ミ 丁 Ｉ

ａ - -

心

？Ｔｊ

、「-⇔・

ふゝ．’

弩

にゝミｌ

ジュニア道外合宿
平成４年３月（小渕沢）

Ｆ！

ノ１
馬場馬術講習会

平成４年５月（ノーザンホースパーク）

１
　１
　ｊｊ
　１１１１１００１　　ｏ５

Ｓ ・＝

べｊ£．‘，ｊ

，-Ｘ’Ｆ
： - ｊ

ｙＥム払

淀

９ 行 門 戸 戸 特
。-・，＝，，ｌ。Ｅ践

友吟
ＺＩ

“ ｔ

三ご・ｔ

才識

ｙｘ

ｙ ｉ ｓ．、
ｒｙ、し

屁 零。

ゝ
４
１Ｉ

ぷ

／，

ｊ：．

ｔ／

ぷ デ
｜「４１

卜・１-

れこ

夕 ．--・

ｊ 鮮，’

｝
】
噛

え

・ｉ

６ｌａ靉ヨ
白井民平氏

卜 １ 一 町-

回；
～
り
ｔ

皿 ’

照 井 慎 一 氏

ジュニア自馬講習会
平成４年９月（日高ケンタッキーファーム）

ｒ ｔ ＝

； ？ ７，



ｉ
-１

平成５年１０月東四国国体ｉ

｜
ｔｌ

-

-
-
-
- -

-
Ｉ

｀２
-回

゛
；
Ｊ

Ｉ
ｓ

-
-
-
-

ｌ
ｌ

齢．４、

斗
肝

ｗｊ

｜
ｉ

ｔｊ
『
ぺ
｀
』

二ｌ

Ｉね丿

次，ヽ
μ 、、

丿
・ ． Ｉ
１ 〃

｀
気

’ 「 ＪＩ

≒ き尨２じ『
ｉ
１

開 会 式平成５年９月」

総合馬術野外騎乗
川久保選手

障 害
白井選手

少 年

̶
・り

１
１
り
‘
。
ぃ
ｄ
Ｊ
ｊ
り
ｊ
ｄ
ｊ
り
に
。
。
。
『
り
り
．
Ｊ
ｊ
。
り
。
。
-
ａ
Ｍ
Ｎ
ｄ
丿
。

３１
　ｌｊ　ｉｏｉ
ｌ
　　００７
７
　１１２　ｌｏｌ　　ｆｏ
ｉｌｊ　ＩＪ　ｏ

１
　５１　１
　ｊｊｉ　ｌ
　１
　１
　ｌｏｌ
て５１１
ｊ

Ｅ
Ｎ
ｊ
ｊ
　

一 一 一

一

£
Ｚ
八 -
-
！！？一 一

しｌ
ｒｌ
　１　１１
１
　１　　２　１　ｉ　ｌｊ
ｌ
　ｌ　ｌ　Ｉ　ｌ　ｌ　９　ｌ　ｌｌ　１１
６
　１　９　Ｉ　１１
９１１
１１

ｊｊ１７０５１２　１
　ｌｏｌ　ｌｊ
　１０１１１　１１
　ｌｌ

ＷＵｌｊ
　１
　１１０１１１
　１１
　Ｉ
　Ｉ
　Ｉ
　ブン

１
　１
　１
　１
　ｌ
　ｉｆ
　ＪＩ
　ｌｌｔｌ
　５Ｅ
　１
　ｌ
　ノーザンホース

ｊ
　ｔ
　ｊＥＥｃ
　１
　１
　１
　ｌｉ
　１
　１
　ｌｉ川１１　１
　１７１
　ｏｌ
　

ｎＷＩＲ　１
　１
　１
　ｌｉ　１
　１
　ｉｌ　１
　ｌｏｌｊｊｌ
ｏ
　ｏ

Ｒ
　ＷＪ
　Ｅｉ
　ｉ７
　１
　ｊ６１
　　ｆ
　４ｏ
　ｌ
　１
　年

｜こ
亥

３ 年 前 に オ ー ブ ン し た 苫 小 牧 の ノ
ー ザ ン ホ ー ス ハ ー ク

１
９
１ａ
ｌ

九１に人Ｚｌｊ
　　ｏｊｏ
　１
　１
　川Ｕ

ｍＥ
　１　ｊ　１　ｉ　ｙ　１　５　ｊｉｔ　ｏ

ｎ
に
札
い
て
今
川
ｎ

Ｕ
Ｅ
　
ｏ
し
て
ぞ
じ
ａ

-してわＷＪｇ
ｔ
　ｉｌ

ＥッＥｊｔ
　ｉｔｌｉ
　２

１１１１　１ｗＥｎ
　１１１
　１
　１
　１９０
　

ＷＲＥＥＩＣ
　２１
　

７
　ｌ　ｌｏ
ｌ
　Ｎ　１　ｊ　１　１０
１１　ＩＪ　１１
０１０
２
　９２　ｌｏ　ｏ　ｏｏ　ｏ　ｌｌ　

国
内
の
皿
ｍ
川
生
叩
．
６
帖
ん

に７Ｍ
　ｆ４
　１
　１
　ｌｙ
　ｔ
　０７１

ナアトり・ンＥＥ
　１１
　１
　１
　ｏ
　

Ｗｙｆ
　１
　１
　　ｚｌｉ
　　は９

しい
．
し
か
り
・
．
．
堕
と
い
口

代
い
４
ｒ
リ
£
で
の
Ｅ
お

は２ｊ
　ｔ
　Ｅ
　Ｅｉｔ
　１
　１１１

１
　１
１ｊ　ダ

子
か
ア
ト
リ
ン
ダ
ム
の
・

Ｅ
　
Ｗ
Ｒ
ｊ
４

け
だ
が
、
Ｉ
Ｅ
し
た
堅
掲

に４心倆くノーｌｌ
　１
　１
　１１
　ｌ
　ｌｌ
　ｌ
　ｌ
　ｌ

ス
ハ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｗ

Ｅ
ｙ
　

そ
し
ｆ
老
の

ス
タ
ッ
フ
の
一
Ｅ
Ｈ

ＲＥ
　１
　ｌ
　１１１１１
　１１９０っ５

こ
れ
は
日
木
の
馬
ｇ
地
の

５ｔｌ　１　１　　
ｎ
　１　ｌ　１１
１１　１　１１
５
　ｌ　ｌ　　ｌ　（杉神崎惜）

㎜ -

一一一

謳
‘Ｚ Ｚ

行
わ
れ
た
両
２
９
回
火
日
Ｒ
Ｈ

大
会
で
は
、
日
心
ケ
ン
タ
ッ
キ

ー
フ
ァ
ー
ム
・
日
井
民
平
氏
の

ｍ
Ｍ
ｌ
ｕ
ｎ
Ｂ
ｗ
忽

ＥＲｙ
　ｔ
　ｉ
　ｏ
ｌ
　ｌｔノー

ザ
ン
ホ
ー
ス
ハ
ー
ク
・
凹
川
勝

Ｅ
　ｊ１Ｅhttp://www..co.jprg１

ＭＲＨ
　１
　１
　　１
　１
　１
　７
　ｏＷｊ０５１
　ｊｊhttp://www.ｉｌｊ.
　ｏｊ
　１
　１
　ｉ
　ｏ
　ｊｌｉｌ
　ｌ
　ｏ
　ｏ川ｎ

ＲＲ天ｙ　１１
　１
　１１
　１
　２１リＷ　ｊ
　１
　１
　１
　ｎｌ
　１
　１
　１
　　１１　ｏ
　ｏｌｏ　１
　ｉｌ
　ｌｏｌ　ｌ
　ｌ
　ｌｉ
　ｌ
　１１
　１
　１

５
Ｒ
Ｒ
ｎ
　

Ｊ
ｗ
　

Ｅ
Ｏ
ム
．
父
バ
ー
ソ
ロ
ン
、

Ｒｍｌ
　１
　１１
　ンピッｉ
　ＲＥＷ
　ＪＩ
　１
　１
　１
　ｌ
　Ｉ
　１
　１１１０
　　０１０１１
　ｌ
　ｏ
　ｌ
　ｌｏ
　ｏ１

ａ
し
て
い
る
が
、
Ｒ
Ｉ
　
ｊ
ｌ
　
　
ｌ
　
ャ
ダ
イ
？
ノ
ド
．
兄
ｍ
に
は
天

現にＷＥｎＷＵｊＥＩ
　１
　ｔｌ
　ｏ
　１
　ｏ
　１１
　　ｌ
　ｌ
　１
　２１
　ｌｉ
　ｌ
　ｌｌ
　ｌ
　イラ

両ンドやＥｙ
　ＥＩ
　１
　１
　１
　ｌ
　ｌ
　ｏ
　５１
　２
　ｌ
　　ｏｌ
　ｌ
　ｌ
　ｌ
　３１
　ｌ
　

Ｍ
Ｗ
Ｈ
Ｗ
３
Ｈ
マ
イ
ル
な
ど
が

廠
い
だ
肖
’
に
．
一
９
Ｒ
い
る
良
扨
じ
、

Ｗ
　ｔ
ｌ
　１　ｌ　ｌ　ｌ　５　　
１
　９
１１　ｏ　ｏ

内
国
産
選
手
権
で
は

不
柵
に
峰
丿
ン
ピ
ッ
ク
、
ワ
ー

ｊ
　ｌ
　ｊ
　１
　１
　１１
　１１
　ｌｏッｊＥ
ｇｔ
　ｉｌ
　Ｉ
　ｌ
　ｌ
　

Ｗ
　１
　１
　１
　１
　ｊ５１
　ｌｌｌ
　　ｏ
　イレペルなｉ
　１
　ｌｊｊ
　　ｊｉ

ｉ
　１　１１　１１
６１　１１
１１　１　１　ｌｌ　ｌｌ　１１　ｌ　ｌ　ｌ

Ｒ
っ
た
白
卵
ａ
の
活
躍
は
ま

ｌｉ
　ｉｌｉ　ｌ
　０１１１
０１１１
ｏｉｌ　ｌｌ　ｌ
　ｌ
　０９１　１
　ｌ
　１５１　ｉｌｌ　ｏｌｌ　ｌ
　　ｉ　ｌ
　ｏ
　ｏ
　ｌ
　ｌ
　ｌ
　ｌｉｏ　ｉ１　４ｉ　ｊ
　ｌ
　ｌ
　ｌ
　ｌ
　ｏ
、

ないぢＱウ．こｉＳＩＮＬＥＩ
　１
　１
　ｌ
　ｌｊｏ
　ｌ
　９１ｅ
　１３
　ｌ
　ｌ
　ｌ
　

の
・
馬
匝
に
不
足
し
て
い
た
『
小
さ
を
つ
け
、
オ
ー
ブ

い
こ
や
か
ら
の
Ｒ
ｎ
ｌ
ン
人
り
向
近
に
ま

うことは、Ｒｉｓｍ
Ｅ
　１
　１
　ｏ
ｌ
　　ｉｏ
っＨｎ

Ｂ
Ｒ
Ｗ
Ｕ
４
Ｘ
．
そ
の
欧
体
詞
＆
爪

一

一

ａ Ｃ

Ｉ 江一一一一
； マ

ず，

------

-Ｐ
｜

-
一
一
-

-
-
ｉ

---

｜



乗 馬 の 勧 め

浦 河 町 長 谷 川 ・ 弘 一 郎

北海道乗馬連盟が発足されて今年で４０年を迎えましたことは誠に喜ばしく心

からお慶び申し上げる次第でございます。

「温故知新」の言葉のように、創設に当たった先人の辛苦を偲び、輝かしい

発展の経過をたどりつつ４０周年の記念誌を発刊されますことは、明日への飛躍

を目指すためにも誠に意義深くご同慶のいたりでございます。

私は、３年前、馬との係わりの生活から一変して、町長という重責を担うこ

とになり、以来、町民の皆さんを始め多くの方々から寄せられた貴重なご意見

を取り入れながら、新たな時代に対応した郷土浦河づくりに全力を傾けてまい

りました。

浦河町は、道内でも比較的早く拓かれた町であり、すでに２００年の歴史を刻

む な か で 今 日 の 発 展 を 遂 げ て ま い り ま し た 。 ●’

いま、浦河は２１世紀に向けて新たな町づくりを進めております。日本はおろ

か世界に誇れるＪＲＡ日高総合育成施設の整備をはじめ、農林水産省家畜改良

センター日高牧場跡地を利用した馬をテーマとした優駿の里の建設や、日高山

脈をくり貫いた野塚トンネルの開通（平成７年予定。）による道東地域との経

済・文化交流の活性化、大通商店街の近代化、生活環境の整備、そして国際化

時代への対応など着実に明日へと歩んでおります。

また、当町は、五冠馬シンザン、四冠馬ミスターシービーはじめ幾多の名馬

を輩出し、日本一のサラブレッドの産地として全国に知られ、昭和６０年からは
「サラブレッド観光と乗馬のまち」を一村一品運動として取り組み、その一環

として本年４月「浦河町乗馬公園」をオープンいたしました。

この公園は、平成元年、日馬連・道馬連をはじめ多くの関係諸団体のご協力

のもとで開催しました「はまなす国体馬術大会」の跡地を活用し整備したもの

で す 。 し

談話室、研修室、シャワー更衣室などを完備したクラプハウス、１周６５８ｍ
のトラック馬場、１面６００❹の障害競技用馬場３面、１周２００ｍの覆馬場など

● １ -
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の施設を整え、町民５、０００人乗馬を目指した拠点施設として乗馬普及事業を展

開してまいります。

もちろん、町民のみならず、当町を訪れる観光客にも気軽に乗馬を楽しんで

いただけるよう、人・馬ともに体制を整えておりますので是非お立寄りいただ

きたいと思います。

乗馬の最大の魅力は、それが生き物を相手にするスポーツだということです。

数えきれない程のスポーツがありますが生き物を対象とするスポーツは他には

ありま甘ん。

広い自然の中を人馬一体となって駆ける爽快感を満喫できるスポーツ、それ

が乗馬なのです。

馬は単なる道具ではなく、個性もあれば感情もあります。それだけに思いや

りをもって温かく馬に接することが大切であり、人と馬との信頼関係が生まれ

て初めて人馬一体となった素晴らしい乗馬を楽しむことができます。

どうぞ、多くの方々に乗馬を楽しんでいただきたいと思います。

乗馬の経験を積み、さらに高度な練習をかさねることで馬術競技へと進むこ
と も 可 能 で あ り ま す。、

近年、乗馬人口も増えっっありますだけに、この４０年を契機とされまして、

北海道乗馬連盟が益々充実発展されると共に、馬産地北海道からオリッピック

選手をはじめ、各種の馬術競技会において常に入賞選手が育つ環境づくりに一

層のご尽力を賜りますよう希うものであります。

北海道乗馬連盟とともに４０年

旭 川 乗 馬 倶 楽 部 宮 田 四 郎
旭川乗馬倶楽部の創世期
旭川乗馬倶楽部の歴史は古く、大正時代の初期にすでに発足していたそうで

あ る。
当時旭川には陸軍第７師団があり、軍都として栄えた街で、各連隊の乗馬の

- ２ -



貸与や指導を得て会員数も１００名以上を超え、毎週日曜日に乗馬にくる会員も

中学生・女性が多く、特に女性は服装が整い、綺麗に化粧した騎乗姿はまるで

西洋の貴婦人を見る思いで、馬装を命ぜられた兵達が楽しみにしていたそうで

、ある。当時は連隊の下士官が指揮をしての遠乗りが殆どで、二列縦隊で旭川市

内を一巡して帰るので、旭川市民の関心事でもあったそうである。

乗馬の後、鞍の上に忘れ帰った婦人のハンカチを後生大事に持っていた兵も
いたとか、女性禁止の軍隊での兵達の胸の内を見る思いがする。

戦争激化により、昭和１７年に倶楽部を解散する迄、故井上忠吉氏などは、軍

隊に籍を置きながら乗馬倶楽部の常任幹事として会員の指導に当り、北海道馬

術大会や、昭和１６年４月の陸軍省・農林省共催の興亜馬術大会に、東北・北海

道地区代表として参加、数々の入賞をはたすなど、軍民一体の華やかな時代で

あ っ た。

倶楽部再建さる

現旭川乗馬倶楽部は、昭和３７年に設立されたが、昭和３５年に社団法人旭川乗

馬倶楽部を設立すべく、農林大臣・北海道知事に認可申請をしたが社団法人は

認可されなかった。

昭和３７年の発足当時は、初代会長故阪東良一、副会長故石井幸次郎。理事故

井上忠吉・小山昌克・遠藤義雄氏らであった。当時は乗馬４頭で発足したが、

馬場は上川生産連より競馬場の片隅を借りて使用していたが、厩舎・厩舎敷地

などの取得の為、会員や旭川市内の乗馬愛好者の人達に出資を仰ぎ、これらの

資産を購入し、倶楽部の基礎造りをしたものである。

昭和４１～２年頃には馬も６～７頭となり、乗馬も活発になって来たが、特に

自衛隊第２師団長が乗馬倶楽部に理解を示し、自ら会員となり自衛隊構内で大

会を開き、又演習場迄の遠乗りなど、自衛隊員の会員も多く、随分助けられた

もので、倶楽部の隆盛期でもあった。

この間、北海道乗馬連盟・日本馬術連盟に加入、更に全国乗馬倶楽部連合会

に加入し、昭和４１年には乗馬スポーツ少年団を結成し、全国乗馬スポーツ少年

団連盟に加盟する迄に発展したことは、改めて先人のご苦労が偲ばれるもので

あ る。
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道北随一の屋内馬場

昭和５４年に競馬場跡地を旭川市が買収し、この付近一体をスポーツ公園化と

するとの計画を聞き、当時の倶楽部会長小山昌克氏、会員であった三島市議や

私（宮田）など、会員が総力を結集し、旭川市当局に乗馬施設の設置を働き掛

け、その建設資金獲得の為、財団法人畜産近代化リース協会より建設資金１億

円の助成金を確約するなどの運動が実り、待望の屋内馬場（８００❹）屋外馬場

（４９５０❹）が完成したもので、更衣室・シャワー室・指導員室・馬洗場・堆肥

場などを備えた、名実ともに道北一の施設であり、改めて当時の倶楽部役員や、

お世話になった方々に感謝の念を禁じ得ない。

ただ残念なことは、仮厩舎を造る敷地や練習馬場が無いため、全道の各種大

会を招致することができず、旭川市民にハイレベルの競技を見せることが出来

ないのが残念である。

千里の馬常にあれど、伯楽は常にはなし

旭川乗馬倶楽部会員も全道各種大会に出場し、数々の活躍をし入賞し、更に

は国体選手としての会員を育て上げた蔭の功労者をあげるとしたら、故井上忠

吉氏であると思う。軍隊式の指導であったが、約２０年間にわたり無給で倶楽部

に詰め会員指導に当り、高橋和夫・斎藤武彦・米田逸郎・大谷直生氏などを育

て上げ、国体に送り出したのは、本人達の努力もさることながら、井上忠吉氏

の力に負うところが大きい。

これらの功績により氏は、旭川市スポーツ功績賞を受け、昭和６２年に勲五等

瑞宝章を授与されるなどは特筆すべきものと思われる。

その後旭川より国体派遣の選手はでていない。まさに「千里の馬常にあれど

（有望会員を含めて）、伯楽は常にはなし」である。

しかし当倶楽部にも若い有能な会員や、国体出場経験を持つ会員が揃ってき

ている。全会員一致協力しての大きな飛躍を期待している。

北海道乗馬連盟とともに、旭川乗馬倶楽部の益々の発展を祈念するものであ

る 。

- ４ -



第９回国民体育大会の思い出

岡 ・ 田 光 夫

北海道乗馬連盟四十年史を作るので何か書令ように依頼を受けたがヽ私が道

馬連との係り合いを持つようになったのはいつ頃だったかと尋ねられても、明

確にお答え出来ない。戦前戦後を通じて兵役の期間を除けば一貫して北海道大

学馬術部のお世話してきたと云えば口はばったいが、道馬連と云う組織の中で

仕事をした事は１０年位前からの事だったろうか。

昭和２２年に南方から復員して建設会社に１、２年勤めて、昭和２５年札幌市役

所に奉職したが、入営した昭和１７年からこの期間が全く馬とは縁がなかった。

兵隊の時は自動車隊に入れられ隣りの馬中隊の演習を構内で見ていた。札幌に

落着いて間もなく、学生時代から口には現わせない位お世話になった、故人に

なられた松本久喜先生に「北大の馬術部が復活したが、誰もいないので、馬狂

人のお前が面倒を見てやれ」とのお話しがあり、朝、北大の練習を見てあげる

様になった。当時北大馬術部は競馬場の御厚意で競馬場の繋丿養馬に乗せて戴い

て居り、私も若かったので、松本先生の知遇に感激して多少の雨風をいとわず

毎朝競馬場に自転車で通った。部員が休む様な天候でもあまり休まないので、

申し訳ないと云って必ず見てきてくれたのが浦河に居る鎌田さんで、その頃の

事がなっかしく思い出される。

第９回国民体育大会の北海道開催がきまり、それに対応する為に北海道庁の

畜産課に準備の窓口が出来、対応し北海道乗馬連盟が組織され、事務的に事が

進められて行ったが、北海道庁畜産課が主に事務を担当し、連盟の方では松本

先生、斉藤先生（現北大馬術部長）、競馬場の山下さん（現小野寺さん）が主

にその衝に当られ、お忙しそうに活躍されていた事が思い出される。

大会の事務的準備の中で、府県対抗貸与場競技に使・う馬は開催県が準備しな

ければならないと云う事が、関係者の方々にとって頭の痛い大仕事であった。

馬産地北海道の名にかけて馬を集めなければならないと、お題目をとなえる事

はやさしいが、実際にどうするかについては五里霧中であったのではないかと

当時の方々の御苦労が想像出来る。道営競馬に出走していた馬を買い上げる事

- ５ -
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でこの問題は解決出来たが、昭和２９年５月に札幌競馬場に勢揃いした馬を見た

時これをどうやって競技馬にするのだろう、どうやって９月の本番に間に合わ

せるのかと思った。やがて馬術連盟の大号令の下に、大げさに云えば、札幌中

の馬乗りが集められ、早朝から調教がはじまった。それより以前に東京から元

橋調教手が委嘱を受け、競馬場の前の農家に下宿して練習の指導に当った。次

いで荒川調教手も来札し、２ケ班に分けて調教に当った。競走馬だった馬も部

班運動で、素直に騎手の指示に従うのをみて、馬もばらぱらにして競争意欲を

あおれば、ただ走るだけ（Ｚ）馬になるし、部班運動でしっかり基礎調教をやれば、

比較的早く競走心をあまり表面に出さず従順になるものだと感心した。とにか

く本番には貸与馬障害競技に使えたのだから、両調教手の手腕力量には感服さ

せられた。特に洋孝・セントエージの２頭は僅か５ヶ月の調教で供覧馬術で
パッサージュ・スペイン常歩の演技を披露した事からして、両氏の優秀さを想

像出来よう。

大会が終って馬達は道から大学馬術部に保管転換になったり、有償で払い下

げられ、多くの馬は再び競走馬の道を歩んだが、大学・乗馬クラブに行った馬

は長く愛育され、北大・畜大の黄金時代に活躍した。この様にして、国体を機

に本道の乗馬熱が高まり、今回の道馬連の基礎を作ったと云ってよかろう。国

体では、競馬場の走路を使った関係で施設は残らなかったが、貴重な馬が残っ

たと言えよう。

グラビアページに掲載した写真は、荒川調教手が任務を終って東京に帰ると

き、当時の馬乗りが集まり、別れをおしんだ時の記念撮影である。今も元気で

活躍されている方々の若い姿に微苦笑されると思うが、この方々の努力が、現

在の道馬連の隆盛をもたらしたものと感謝申し上げる次第である。

ノ ー ザ ン ホ ー ス パ ー ク

吉 田 勝 巳

平 成 元 年 ７ 月 に ノ ー ザ ン ホ ース パー ク を オ ープ ン して、 早 ５ 年 が 経 ち ま す。
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学生時代から「馬のすばらしさを多くの人に知ってもらいたい。」という夢を

持 ち 、 そ の 夢 を ノ ー ザ ン ホ ース パー ク と い う 形 で 実 現 す る 事 が で き ま し た。

競走馬の世界においては、長年日本一という看板を掲げていますが、世界を

見るとまだまだあらゆる面で遅れを感じます。特に騎乗技術、飼養管理におい

ては、その遅れが顕著です。その差を埋めるべく、自前で人材の育成ができな

いものか、どうせ作るのであればまったく馬に触れた事のない人が、馬に気楽

に接する場を作れないか。この２つのテーマが重なりノーザンホースパークの

構 想 が 立 っ た の で す。

ノーザンホースパークができる前は、各牧場毎に繁殖牝罵の空胎馬を使って

乗馬練習していたのですが、教える方も教えられる方も使用する練習馬に苦労

し た も の で す。

毎年３０名の新入社員が入社する様になると、仕事の合間を見ての乗馬練習時

間 が な か な か 取 れず、 又 練 習 場 所 に も 苦 労 し た も の で す。 パー ク で の 練 習 は、

手 入 れ ・ 馬 装 ・ 曳 馬 か ら 始 ま って 小 さ な 障 害 を 回 れ る ま で、 約 半 年 間 行 い ま す。

又、競走馬に乗り出してからでも、バランスやフォームがくずれ、うまく調教

ができなくなると仕事を終えてからでもできる練習場も充実し、当初に比べ随

分 変 わ っ た も の だ と 思 い ま す。
一般の観光客の方も３０万人の入場を達成する事ができ、又、曳馬・体験レッ

スン・馬車と若い方からお年寄りまで、馬の楽しさを味わっていただいていま

す。 初 めて 乗 っ た 時 の 背 の 高 さ を 今 と な って は 忘 れて い ま す が 、 皆 さ ん の 顔、

声を聞くと一様に驚き、又、ゆれる楽しさを充分たんのうしてもらってると自

負しています。実際、地元に帰られて乗馬クラブに通いだし、再度「北海道乗

馬ツアーに来たんですよ。」と寄っていただき、少しは乗馬普及の手助けをし

て い る 気 に も な り ま す し 、 嬉 し く 思 って い ま す。

馬の種類も、サラブレッド・トロッター・セルフランセ・ダッチブレッド・

ラ イ ン ラ ン ド ・ シ ャ イヤ ー ・ ク ラ イ ス ディ ール ・ アパ ル ー サ ー ・ ク ォ ー タ ー

ホース・テネシーウォーキングホース・ポニーなど多数そろえる事により、馬

がサラブレッドだけではなく、役割により色々な種類の馬がいる事を解っても

ら え る と 思 い ま す。
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馬術競技においては、目の前で大きな障害を飛び越える躍動感を感じてもら

い、踏切での人馬の息を合わせる様子を自分も息を合わせ、見事クリアすると

拍手喝采すると騎手も観客も大いに喜ぶものです。

馬術大会も毎年開催する事によって年々設備も良くなりました。仮設厩舎も

２００馬房を揃える事ができ、障害物や練習馬場も年々充実して、主催者も割り

と楽な大会運営をする事が可能になったと思います。

当パークとしても、週末に馬術大会を開催している事により一般のお客様へ

のイベントとして位置づける事ができ、選手の方も見られる事により気持ちの

良いプレッシャーを感じながら日頃の成果を発揮する事になり、一挙両得とな

りましょう。

平成３年９月には皆様のおかげを持ちまして、第２７回東日本馬術大会を開催

する事ができました。参加頭数１５０頭、延参加人員４３１名という大きな大会に

なりました。

大障害飛越においては、２５頭の馬がＳ級のコントロールと飛越を見せ、初め

て障害飛越を見る人達が、障害１っ１つを飛越する度に「ホウ」というため息

と拍手をするという事は、それだけ魅きつける美しさがあったにほかなりませ

ん。それだけに、北海道の乗馬界の刺激になったと思います。刺激と言えばフ

ランスからのジュニアチーム出身のヤン・カンドレも同様です。若干２０歳で日

本のワールドカップ・サプリーグを制したのですから驚きです。競技での集中

力、脚力には日本のサラブレッドは少し弱すぎる傾向がありましたが、パワー

プレイ、オーキーという力のある馬の能力を引き出すのは、日本の感覚からす

ると「２０歳にしては、たいしたものだ。」ですが、むこうでは、「普通」なの

で し ょ う。

厩舎管理も「普通」に気を使っているのが日本人からすると「すごく」気を

使っている事になります。この辺の違いは真に騎馬民族と農耕民族の違いだけ

ではないと思います。パークのスタッフも馬へのケアを学び、今も実践してい

るのを見て少しは底上げになっています。乗るだけの技術だけではなくて、乗
゛る前後のケアがあってこその乗馬というごくあたり前のことをあたり前にこな

す馬文化の奥深さを感じます。

- ８ -



これからも、馬を通してのふれあいをテーマに様々な事にチャレンジしたい

と思います。

馬 と わ た し

河 田 啓 一 郎

秋田の農家に生まれた私は、子供の頃から農耕馬を見て育った。風呂場の隣

りが馬小屋で、入浴中も馬の鼻息を聞いた。本格的に馬とっきあうようになっ

たのは、大学で馬の解剖を教わったとき以来である。戦後間もない頃、食料事

情は最悪で、教授が「明日は筋肉の解剖をする！」と宣言したが、翌朝解剖室

には骨格しか残っていなかった。

昭和３０年代までは、北大家畜病院のお客さんは馬と牛が大半であった。春先

は特に多忙で、馬虻駆除の薬を飲ませるのに鼻カテーテルが入らず、多量の鼻

血を出させて先輩に叱られた。骨軟予防注射、妊娠鑑定、去勢、歯牙疾患など

仕事は山ほどあった。一番難しかったのは肢行診断で悪くもない脚を治療して

黒渾亮助先生を悲しませた。はじめての去勢をやらせて貰った晩は、後出血で

死ぬのではないかと心配で一睡もできなかった。しかし、新鮮な畢丸のバター

焼は最高のグルメであった。便秘症の馬を夜通し洸腸して治療している間に皮

膚の毛穴から細菌感染して大きな膿瘍ができ、切れないメスで切開した跡が今

も右腕に勲章として残っている。
「１１ＰＭ」というテレビ番組で、北海道独得のばんえい競馬のビデオにちな

んで、馬の種付の解説をさせられた。藤本義一氏の司会で、金馬師匠（当時は

小！１１１馬）や、スポーツ評論家虫明アロム氏などと共演？した。女優真理アンヌ

さんの隣りに座り、学生諸君から羨しがられた。これも馬とのつきあいのおか

げ で あ る。

昭和２０年に北大に入学して馬術部に入りたいと望んでいたが、当時北大馬術

部は休部状態で果たせなかった。馬の食い物を人間が食べていた時代であった。

２８年に、北海道のはじめての国体で使った馬を貰って自馬とし、北大馬術部が
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復活したが、すでに卒業したあとで、入部できな力ｙった。しかし北大乗馬同好

会が発足し、半渾先生、岡田先生、現部長の斉藤さんに乗馬の手ほどきをして

頂 い た。

佐合さん、小野さん、国鉄の田中さん、瀧渾迪子教授も仲間であった。札幌

巣馬クラブと合同七茨戸まで３ｏ数頭くっわを並べての遠乗会は壮観であった。

当時の乗馬はサラブレッドなどはー頭もいなかった。血統も定かでない農耕

馬みたいなものばかりで、中半血はまだよい方で、重半血のようなのもいた。

障害競技で失敗すると馬がこわれないで、障害が全潰した。

昭和４８年に半渾先生が退官され、北大馬術部の部長を仰せつかり、４年間務

めた。それまで低迷していた競技成績がなぜか突然開花し、第１８回全日本学生

馬術大会の障害部門で名馬スターライト号に乗った添田昌一君が優勝した。翌

年も第２８回全日本馬術大会中障害部門で長屋清隆君が同じスターライト号で再

び優勝してしまった。スターライト号は日本馬術連盟と全日本学生馬術連盟か

ら優秀馬に選ぱれ、また長屋君は札幌市民スポーツ賞に輝いた。前任の部長の

半渾先生が手塩にかけて育てて下さった選手と馬が、幸運にも私の代になって

花開いたというのは、半渾先生には大変申しわけなかったが、私にとってはよ

い巡り合わせであった。

５２年に酪農学園大学に移って２年経ったところで、同大学馬術部長の山下正

亮先生（昭和１２年北大馬術部主将、７帝戦優勝）が定年退職され、また部長を
つとめることになった。

そこで私のツキはまだ続き、全日本学生馬術大会総合競技で騨閃光号に乗ぅ

た橋本浩君が堂々準優勝してくれた。

５６年に全国高校馬術大会が酪農大学馬場で開催された。当時高校生であった

礼宮（秋篠の宮）さまをお迎えすることになり、警備の打合せその他でずいぶ

ん気苦労が多かった。この大会と北海道自馬馬術大会を酪農大学馬場で開催す

るにあたり、国旗掲揚塔の新設や馬場柵の整備など、当時の道馬連の皆様の献

身的な御援助を頂き、無事開催できたことを改めて感謝申しあげます。

戦時中、全国で１７０万頭も飼われていプこ馬は、半世紀もたたないうちにわず

か数万頭に激減し、日本は馬産国といえない国になった。世界中でこれだけ急
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速に馬が減った国も珍しい。もし何らかの事情で石油の輸入がストップしたら。

日本の食料基地北海道の農業はどうなるのだろう。トラクターが動かせなく

なったら馬力に頼るしかない（内地は和牛でノタノタやっても間に合うかも知

れないが…）。馬は家畜のなかで最も繁殖効率が悪い。明け４歳から種付して、

子馬が生まれるのは生後５年目。その子馬がまた母親になって、増産が軌道に

乗るまでに１０年はかかる。しかしその間にかなりの餓死者が出ることになろう。

いまの飽食の民には想像もつかないだろうが、昭和ひとけた人は心配でたまら

な い。

？ ’ ‘ ‾

‾ ‾ １ ／ ｌ 匹
- こ ご ゛ ｙ ヽ ， 一 一 １ ・ - ｕ

ｆＷ争・

淘
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（元北大・前酪農大馬術部長）
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乗馬クラブ設立の思い、雑感

足 寄 乗 馬 ク ラ プ 橋 本 民 雄

私が馬術を初めたのは大学からで、当時現天皇が学習院の馬術部で活躍され、

良く代々木乗馬クラブでお会いしたものであった。又嶺雪号での障害飛越が今

で ｔ ： ） 脳 裡 に 焼 き つ い て い る ｏ ｊ

昭和２７年に関東学生馬術選手権が皇居の馬場で行われ、私も選手として出場

した。大手門から入り厩舎内の嶺雪号にも触る事が出来たのも懐かしく、思い

出の一つである。又、昭和２７年に福島競馬場で行われた第７回国民体育大会で

は、昭和天皇御臨席のもとに、故人となられた小松崎新吉郎先生の神磯号によ

る供覧馬術が披露され、その人馬一体の優雅に舞う高等馬術には唯々驚嘆した

ものであった。又、東日本馬術大会が岩手県の水沢市で開催された時は、遊佐

幸平先生の銀波号による供覧馬術も脳裡の中に焼きついている。昭和２８年にア

メリカからライジングフレームという種牡馬が、戦後初めてカーネション牧場

より輸入され、横浜の動物検疫所で検疫のため繋留され、私はサラブレッドの

勇姿に身ぶるいする様な魅力を覚えた。

卒業後は、北海道で馬の臨床をと夢がふくらんだものです。念願叶い渡道し、

以来長く大動物臨床現場で仕事に追われ、馬に魅せられた青春時代の夢も乗馬
の機会も失った長い時代が過ぎ、５０代半ばで、帯広の柏友会で乗馬する機会を

持ち、遠ざかっていた競技の話や又クラブの方々の姿を見ているうちに、自分

もまだ馬と共に楽しむ事が出来る、地元でなんとかクラブを設立したいと思い

が募った。当町は国内でも有数の農用馬の生産地で、現在は軌曳用の重系の馬

が育成され、毎年秋には軌馬大会が開催され道内各地から多数の参加があり、

町の観光行事の一っとして位置付けされている。然し馬術競技となると未知の

世界の人が多く、関心も薄いものでした。５７年の軌曳祭典で、柏友会の協力で

馬術競技の妙技を披露して貰い、其の後、数年続け馬術競技への理解を得るた

めの努力を続けた。広大な自然の中で道産馬として、性格温順な乗用馬を生産

し、多くの家族が動物に触れ乗馬を楽しむ、これが設立者の目標とする所です。

まだまだ会員は少ないが、人生８０年の今日長い人生を馬との限りない会話を
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続けたら、又人との楽しい出会いを大切に生涯を若い愛好者達と乗用馬の育成

と乗馬普及に頑張って行こうと思っている日々である。

クラブの紹介

設 立 者 十 字 式 健 康 普 及 会 安 久 津 政 人 顧 問 安 久 津 政 人

代 表 橋 本 民 雄 事 務 局 長 高 橋 一 ニ
（Ｓ３穐-便ｌぽ巾
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北海道乗馬連盟４０年史に寄せて

岩 見 沢 乗 馬 ク ラ プ 会 長 辰 田 詔 平

昭和４７年６月に発足した当乗馬クラブは２１年目を迎えました。岩見沢競馬場

内に位置し、１６号厩舎（１２頭収容）１棟とその隣接地を開放され練習馬場を造

成したものであります。その後走路の内馬場を乗用馬の競技場として造成致し

ま し た。

昭和４８年１０月にクラプ設立１周年記念をして第１回道内親善馬術大会を開催

し、その後も数多くの全道大会を主管し、道内各地から多くの参加を頂き盛況

を極めて参りました。

当クラブの特筆すべきは半民半官的というか、道営競馬・市営競馬開催中は、

日・祭日は子供達を対象に、ポニー無料乗馬、誘導馬の事業委託、更にスタン

ド内に売店の出店等であります。常に乗用馬１０頭～１２頭飼育し、会員は５０～６０

名位であります。

クラブ発足当初より国兼市長に名誉会長として就任ねがい、現在は能勢市長

に引きっがれております。さわやかな深緑の春、５月、学生達も新学期となり、

子供から老人まで乗馬を楽しむには最高のシーズンです。４０年の歩みに敬意を

あらわし、北海道乗馬連盟の充実発展を御祈念申し上げ、４０年史の寄稿といた

し ま す。

高橋前会長就任の頃

斎 藤 善 一

北海道乗馬連盟の４０年史に執筆を依頼されたことは光栄に思うし、また、昔

を振り返って懐しくも思っている。しかし、私が持っていた資料のほとんどは

２度の引越で失われ、記憶だけに頼って書かざるを得ないのは残念であり、間

違いがあってはいけないと思うと筆が進まない。初代会長の頃にも、連盟と日

本馬術連盟や北海道体育協会の間の連絡係のような使い走り役をしていたので、
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いろいろな裏話もあるが、個人的なものが多いので省き、連盟事務局を担当し

た頃の憶い出を述べようと思う。今日の、財政的に安定し、確実に機能し運営

されている状態からみるとウソのような話もあるが御参考まで。

第９回国体に備えて北海道乗馬連盟が組織されたが、会長、役員、事務担当

者、事務所（札幌競馬場内）すべて札幌乗馬倶楽部そのままであった。そのた

め同倶楽部と連盟の区別がはっきりしないこともあって、会員の不信がこうじ

ていった。会長が菊地氏から高橋前会長にかわるのと同時に事務局を競馬場外

に移すことが皆め要求ずるところどなり、北大農学部内に移し、私が事務局を

あづかることになった。

高橋前会長は、道会議員としての立場を活用して、乗馬連盟に年間５０万円を

馬事振興の目的で補助する条例の制定に努力されていた時で、前途は明るかっ

たが、引継いだ連盟の財布は空っぼであった。やむなく会長に３０万円（２０万円

であったかも知れない）の借金をお願いしたところ、「そうか」とー言いわれ

ただけで承諾され、数日後に道議会の議員控室でお金を受取った。私の月給が

１万８千円位であったから、１年分の俸給に相当する金額であった。このよう

な大金を簡単に渡して下さったのには驚いた。勿論、道から補助金が支給され

た時に直ちにお返しした。

こうして、連盟事務局は順調に運営されるようになった。会議の時は発言し

ないで、後から電話でネチネチとクレームをつけてくる役員もいて不快なこと

もあったが、いろいろな事業を計画する楽しみもあった。そのひとつが全道団

体対抗戦である。６団体であったと思うが、各団体から醵金して頂いて立派な

優勝旗を作った。騎兵連隊の軍旗と同じ寸法にしたので、寸詰まりであるが特

色のあるものになった。第１回の優勝は北大乗馬同好会であった。

連盟の主要行事のひとつが国体選手の決定と派遣であることは今も昔も変ら

ない。全道大会を兼ねた国体予選をする時期となり、それ迄は適当に選手を決

めていたのを改め、厳正な選抜を行うことにした。予選に参加しないものは選

手にしないという当たり前のことを、わざわざ役員会で確認して大会規定に加

えた。ところが、参加しなかった某有力選手を外して案を作ったところ、大い

にもめた。国体で好成績をあげることを第一に考えるべきであるとし、予選会
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の規定などは無視する意見が大勢を占めた。結局、挙手採決の結果、満場一致

でこれが決まり、私は国体派遣が終った後に辞任する腹を決めた。高橋前会長

が臨席した最初の会議であったと思う。会長を農学部玄関までお送りした時、

どうして特定の選手にあれ程こだわるのかな、とつぷやかれたが、各団体から

参加した代表の方々には、決めたルールを自ら破るかどうか、という意味の採

決になるという認識が薄かったのであろう。折角の４０年史に恨みがましい話を

紹介して恐縮であるが、これも当時の雰囲気を示す歴史の一端である。後日談

になるが、この後で、国体派遣は連盟の年度最後の行事と考え手持ちの金の大

部分をっぎ込んだため、某役員に電話で怒鳴られた。その時辞任を表明し、た

またまカナダ政府の留学生募集があったので、これに応募することにより、連

盟とのつながりを切った。監事の門脇さん（札鉄）に会計監査をして頂いたの

は１回だけであるから、私が事務局を担当したのは１年位にすぎなかった。門

脇氏は鉄道局の一室で会計簿。に印を押しながら「会計規模が５０万円にもなるの

だから、１人では大変であったでしょう」と労って下さったのを覚えている。

２度と連盟に関係することはないと思っていたが、弘大から北大に赴任した後、

先輩、後輩の御蔭で連盟の役員にして頂き２回目の北海道国体にも参加した。

乗馬団体の数も随分多くなり、連盟の規模が驚く程大きくなっているばかりで

はなく、確実に機能していることがよく判って心強い限りであった。

当時、北海道体育協会１０年史の発行が計画されており、道体協の依頼で馬術

史、本道における開拓時代からの乗馬の歴史、乗馬連盟の発足と現況、道内外

における本道選手の活躍を示す詳細な大会記録、将来の目標など、可成りの量

の原稿を書いた。その一部は道体協３０年史に載っているようであるが、１０年史

はついに発行されなかったばかりでなく、完璧な大会記録と自負している原稿

が消えてしまったのは惜しまれる。この幻の１０年史の中で、連盟の目標として、

経済的な基礎の確立とオリンピック選手の養成をあげた。北大馬術部ＯＢの千

葉幹夫氏が２度のオリンピックに出場しているが、乗馬連盟が育てたとはいい

難い。現在は、優秀な高校選手も多数活躍しているから、この目標が達成され

る日の早いことを祈っている。
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馬と付き合って５０年

北 大 乗 馬 同 好 会 佐 合 義 弘

連盟から原稿をと依頼されたが、はて、なにを書けば良いのだろう？私は札

幌乗馬クラブに席を置いた期間は全く短く、；ｔ：、っぱら北大乗馬同好会で学生の

皆さんとのお付き合いの方が長い、通算すると今年で約３８年になる、それも東

京に転勤して約１０数年は所沢乗馬クラブで、そして北京勤務になって５年間は

在北京日本人会の中に乗馬同好会を設立して蒙’古馬に乗っていた。現在はまた

また北大乗馬同好会でお世話になっている。

私と馬との付き合いは昭和１５年の第五次「満蒙開拓青少年義勇軍」で旧満洲
の最北端「撤江県」の伊拉蛤訓練所に入所してからのことである。

当時私たちの様な少年がぞくぞくと旧満洲に送り込まれた。特に長野県はそ

の数も他県より多く、移植と称して開拓団が旧満洲に向かって入植して行った。

当然にも当時の農業はトラクターもさる事ながら「馬」は欠かすことの出来な

い私たち開拓の仲間だった。

私たちの訓練所も昭和１６年６月に日本馬が１０頭来た、この時、私も日本馬当

番となり、当たったのが「初浪」という馬だった。この馬、輸送中に他の馬に

右後足の飛節の上のあたりを蹴られて６月と言う事もあって既に患部が化膿し

ていた。’この傷は完全に治るまで結局秋までかかってしまった。

今まで馬など扱ったことのない私にとってやる事、成す事すべて初体験、殆

ど毎日厩舎に泊まり込んで「初浪」と言う馬と付き合った。この事が私に馬と

言う動物がどんなものであるかを良く分からせてくれた。

昭和３０年に帰国して札幌に来て北海道大学馬術部の馬に乗せていただくこと

になり、乗馬同好会の一員として今日まで席を置かせてもらっている。

昭和４９年から約１年間ばかり札幌乗馬クラブの専務理事を担当させていただ

いたがこの時の思い出はクラブそのものの存続や、競馬場との関係やら、財政

的に困難だったこと、そして現在の北星乗馬クラブの馬が行くところがなく、

我々のクラブの馬すら当時は札幌競馬場のお世話になっているところに、そこ
へ入って来たものだから競馬場との関係も複雑になってしまったと記憶してい
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当時の乗馬クラブの決算は連続赤字つづきで結局個人的な持ち出しも仕方な

く、クラブの馬の行き先を探すどころかその暇すら無かった。

そうこうしているうちに私は東京への転勤が決まって輝ただしく開催した理

事会で専務理事のなり手もなく困り果てていたが結局は村上さんにお願いする

こととなり、私は後ろ髪を引かれる思いを残したまま東京に転勤してしまった。

今でも申し訳なく思っている。

この『札幌乗馬クラブ』はもともと札幌鉄道管理局に勤めていた山本さん始

め『札鉄乗馬クラブ』の方々がご苦労なさって手に入れた『法人格』だったと

記 憶 し て い る 。 ‥

話しは変わるがこの５０年間で馬と付き合い、馬を中心にした多くの人々との

親交を深められたことは私め人生にとっても非常に意味深いものであった。

第一に忘れられないのは私が義勇軍開拓団にいたとき旧満洲の大連近くに

（今は飛行場になっているが）周水子（しゅうすいし）というところがあって、

ここで日本から調達してきた日本馬が集められ調教・訓練し大陸の各地に供給

されていた。当初は関東軍が直接調教・訓練していたが昭和１６年になるとその

調教９訓練のおはちが我々義勇軍に回されてきた。私たちの訓練所にも１０名の

割り当てがあって私もその一人として周水子に行かされてここで約半年いやと

言うほど鍛えられた。後で聞いた話しだがここにかの有名な遊佐幸平先生が責

任者としておられたとの事だった。

第二は克山農事試験場に農業気象の勉強に行っていたときのことである。こ

こには関東軍の克山独立守備隊があってここの隊長が大谷隊長だった。隊長は

頻繁に私たちの農事試験場に馬に乗って来ていた。私はこの時とぱかりに隊長
（；！）馬に乗せてもらっていた。この隊長の馬当番の方が元競馬の騎手だったそう

で私はこの方から乗馬の基本を教えていただいた。以来終戦まで時には隊長の

方から馬に運動をさせてくれと頼まれて私は喜び勇んで公用と称して守備隊ま

で行ったものだった。ところが私が昭和３１年に帰国し北大生協に就職したころ

獣医学部の付属病院の院長が同じ名前の大谷先生で私は思わず電話をし『先生

は旧満洲の克山にいたことがありますか』とお尋ねした、すると『いたよ』と
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のお答えで、私は『では独立守備隊でしょうか』、『佐合ですが覚えておられ

るでしょうか』、すると『なんだ佐合君か今どこにいるんだ』と言う事で話は

はずみとうとう先生の家までお邪魔して時間を忘れて克山の話に花が咲いた。

その後体を悪くされ故郷の静岡の方に帰られた。

人間生きていればどこでどの様な奇遇なことに逢えるか分からないものだ。
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畜 大 の 学 生 の 頃

中 曽 根 宏

古い馬術部のＯＢの皆と同様、私にも馬輸送の思い出がたくさんありますが、

道馬連との付き合いも、畜大２年目の時、３４年の東京国体の貨車輸送から始ま

ります。経堂の駅で馬を降したのが朝のラッシュアワー、駅のまわりの道路は

人で一杯。その中を一週間振りに狭い箱の中から出されて跳ねまわる馬に乗っ

て馬事公苑まで行きましたが、４人で６頭を連れて行ったので、そうとう緊張

しました。この時その後、何度か上乗りを一緒にした「おんちゃん」こと札競

の高橋留次郎さんにいろいろ輸送技術を教えてもらい、以後我々はプロも驚く

輸送屋になりました。

３６年春、当時副将だった鷲田と二人で道馬連の会議に出席、国体予選の初め

ての帯広開催を申し出ましたが、当時、定期戦を行なっていた北大と札鉄以外

帯広の状況が分からず、「帯広でそんな大事な大会が出来るのか」とか「原っ

ぱでロープを張った様な所で大会は出来ない」とか言われてなかなか相手にし

てもらえず、だいぶもめました。北大の応援があって、やっとＯＫとなったが。
「どうせろくな障碍はないだろうから札幌から持って行くから貨車を用意する

こと」の条件が着いて、こちらも「それなら練習用にお借りしましょうか。」

など言って、しっかり稽古をつけられた感じでした。のちに鷲田が道馬連に

入って色々やった原点はここにあった様に思います。実際には、前年全日本学

生王座決定戦（現全日学二回走行の前身で、当時からＮＨＫ-ＴＶの中継が

あった。）に勝った記念に、７０ｍｘ１４０ｍの新設した馬場で、道内の試合で初

めて審判席を高くしたりして、大好評の大会をやり、翌年も又、帯広開催とな

りました。

毎年国体出場が決まると資金調達が大変で、道馬連から割当が５万円くらい

でしたが、学生のバイト代が１日５百円、ラーメンが５、６十円の頃、１０５

百円ずつでは、なかなか目標には達しませんでした。この寄附集めに特にお世

話になった人に、帯広の市議で山田勇太郎さんという人がいました。３６年の国

体開催地、秋田の角館が郷里の山田さんは応援に行かれることになったので、
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学生で考えて、北海道帯広選手団団長をお願いしました。福島の全日本から角

館へまわった我々は、山田さんに宿に呼ばれて驚いた。角館一番の旅館の入り

口に「大会本部役員様御宿」と書いた横に、それより倍もある「北海道選手団

団長、山田勇太郎様御宿」との大カンバン。試合の方は、碧雲、洋孝の活躍で、

最終日の出来いかんでは優勝もあるかも知れないということになってきた前日、

大木さんに「明日は用事があるから、表彰式は山田さんに出てもらえ」と心遣

いをしていただき感激。結局東京と同点優勝となり、山田さんには親戚、知人

の多数集まった中で、北海道選手団を代表して賞状を受けてもらい、お世話に

なった幾分のーかのお塚しが出来ました。

ごの年は暮に昨年に続いて王座戦に勝って、以後数年は遠征資金を集める苦

労がなくなりました。

元専務理事故鷲田和彦君の事

故鷲田和彦君について一番近くに居た仲間の一人として書いておかなければ

なりません。

４６年頃の事と思いますが、国体の成年貸与馬の選手がいつのまにか決ってい

るという事があり、これを知った鷲田達が猛反発をして、予選からやり直しを

することになり、馬からはなれて田舎で百姓をやっていた私にも召集がかかり

ました。これを期に色々馬連の事を調べる事になり、その結果「連盟の運営と

会計に問題がある。これを正常にする為に俺は馬連に入る」と鷲田が決めて、

我々が応援することになりました。

当時馬連には連盟を運営してゆくのに必要な規約、規則とお金がありません

でした。決まりがないから、一度決定されたことでも次の理事会には別の事に

変ってしまう事が度々ありましたし、会計処理についても加藤監事に叱られて

ばかりでしたので、まず規約規則作りをやりましたが、素人ばかりでずいぶん

時間がかかりました。

鷲田が馬連運営の企画遂行する立場になった時は、特に大切と考えたことが
二つあります。
一つは会計処理を明確にすることと節約をして連盟に金を残すことで、もう

ーつは大学の馬術部のことでした。馬連としては当然、「競技力の向上、馬事

● ２ １ -
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思想の普及」といった目標があるわけですが、これを実施するには大学馬術部

の協力が絶対必要であり、そのためには彼等がやりやすい様に力がつく様に、

計画を組むことを心掛けたのです。実際の運営には、彼自身家業を継いだばか

りの大変な時だったにもかかわらず、「金がなければ人間が動けばいい。」と

先頭になってバリバリ仕事をかたづけていました。又、若いのに、気くばりが

出来て他人の面倒を良くみたので、「社長の言うごとはなんでもきく」という

人が彼のまわりはたくさんいて、国体の遠征資金が足りないと聞けば、馬の輸

送を引き受けてくれたり、試合場の整備に重機で手伝いに来てくれたりといっ

た、馬に直接関係のない人達の多くの協力がありました。｀その結果、使わなか

ったから残ったというお金で基金も出来ました。その基金も毎年少しずつ増え

てやがて「溜めるばかりでなく、使うことも考えよ」と加藤監事に言われる様

になった頃国体の北海道開催が決まりました。その最初の強化案を作りかけで、

彼は突然亡くなってしまいました。本当に惜しい事でした。彼がやらなくても

馬連はどこかで変ったでしょうが、あの馬力がなければ変るためにずいぶん時

間力くかかったでしょう。だんだん彼を知らない人が多くなってきました。我々

はＫＷ記念メダルと共に馬連に対する彼の思いを伝えていかなければと思って

い ま す。

馬 場 勝 手 な る べ し １
-
Ｉ
●

高 田 龍 馬
◆昔、札幌競馬場に通っていた時代がある。

私は若かった。そして、皆も若かった。
「大木さん」と「高橋さん」のお２人、そして、「洋孝」とげ雅竹」という

２頭の馬。

彼らは、戦後１０数年ブランクだった私の乗馬人生を復活させてくれた、とい

う意味で「大恩人」である。今、あの時から３０年は経っているがまるで昨日の

事のように、色々なことが頭に浮かんでくる。

- ２ ２ -



昔の札幌競馬場の事務所に初めてお邪魔したのは昭和３５年頃だった。正門か

ら角馬場を右にみて、正面玄関を入る。左手の古びたドアーを開けると事務所

がある。ストーブを囲んでいた数人がおしゃべりを止め、突然の閑入者に目を

向 け る。
「馬に乗せて頂きたいのですが……」

誰に尋ねるべきか分からないから、皆の顔を等分に見渡しながら私は尋ねた。
一瞬の沈黙を破ったのは、背の高い人だった。

「いいですよ、でも、どの位乗るんですか」

最近なら、１００鞍位ですとか、２課目位ですとか、ある程度は相手にこちら

の技量を推定させる表現の方法がある。しかし私は何と答えて良いか分からな

い 。
「終戦後は、数回しか乗ったことがないのですが……」と曖昧な答えになっ

てしまった。
「それじゃ、戦前には乗っていたという事ですね」と問い正されてしまう。

仕方がないので説明に入る。子供のときは、鎌倉のクラブで乗っていたこと、

先生は武藤さんといって主馬寮出身の調教師で、お酒が原因でクビになったが、

腕は一流だったのでクラブの教官になったこと、などなど話は飛躍する。

私の話が「酒飲みだが腕はいい」、というクダリになると、数人の中の目の

ギョロツとした人が「ガーハッハッハ」と豪快に笑いだした。腕が良いのか、

酒が好きなのかは分からないが、私は自分の話を続けた。

結局この日は馬に乗せて貰えなかった。というより、話の輪に入ってしまっ

たので、気が付いた時は暗くなっていたのである。

背の高い人が大木さんで、ギョロ目の人が高橋さんである。（後で知ったこ

とだが。）これが切っ掛けで、私と大木さんのお付き合いは始まった。

その後の数年間、随分とお世話になった。自分だけで勝手に乗った時もあっ

たが、懇切丁寧に指導して頂いたものである。

が、どういう訳か、一円の指導料も受け取って下さらない。会費は勿論、いか

なる名目にせよである。ある日私は考えた。そして正門前にあった馬糧屋さん

を訪ね、燕麦数俵を匿名で競馬場に届けて貰った。これで私の心は安らいだが、

２ ３ -
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競馬場では困ったらしい。馬糧屋さんも聞かれたらｔ．。いが私の名；前を知ってい

る訳ではない。でも結局、犯人は私らしいと見当を付けたのだろう。「競馬場

には競馬場としてやり方があるので……」という大木さんの発言から、かえっ

て迷惑をかけてしまった事を悟ったのである。私の勝手さは、今も昔も変わら

ないようである。

やがて私は東京に転勤し、その後２０年程札幌を訪れる機会に恵まれなかった。

そして昭和も終りの頃、懐かしの競馬場を訪ねたが、昔の面影を残している場

所を見付けることはできなかった。

私の後を追うように、大木さんも東京に栄転され、「乗りに来い」、と何度

もお誘いの電話を頂いたが、いつも仕事に邪魔をされ、東京では教えて頂く
チャンスが無かった。

又、成長した道子さん（娘さん）の乗馬姿に接する機会も無かったのである。

その後いっだったか、２０何年ぷりかで道子さんと逢９たが、「覚えています

わ。雅竹に乗ってらした高田さんでしょ？」と言われ、思わずニヤリとしたも

のである。傍らの大木さんは温和な表情で、私達の会話を聞いておられたが、

母親になった道子さんを見守る彼の瞳には、少女の時の道子さんに対するのと

同じような、暖かい光が龍もっていた。

札幌競馬場で乗っていた時代に話は戻るが、大木さんがいない時等は、高橋

さんが教えてくれた。「おんちゃん」の愛称がピッタリの人物だ。あれは雪解

けの頃だった。名前を忘れたが大きな体の障害馬に乗せられた。冬場の運動程

度に乗るのかと思っていたら、何と障害を飛べという。しかもメートル以上は

ある「俺、遠慮するよ」と言ったが聞いてくれない。結局、馬が飛んでくれて

無事終了。今では懐かしい思い出のー餉として、記憶のフィルムに残っている。

近年、競馬場を退職されたそうだが、是非お目にかかって当時のお礼を言いた

いものである。

「雅竹」は大竹さんという、札幌では有名な旅館経営者の預託馬だった。ご

本人が私に乗れというものだから、専らこの馬で練習していたが、少々腰の弱
い所があったのを覚えている。しかし、パッサージュ程度の調教は受けていて、

勝手乗りの時には大いに楽しませて貰ったのである。

- ２ ４ -



ある日、北：大馬術部のエースが乗りに来た。今は、日馬連で活躍中の千葉さ

んである。大木さんと鎌田牧場の鎌田さんも加わって彼の演技をみていたが成

程うまい。しかし、鎌田さんは先輩だから遠慮がない。当時は斜線上の横歩と

呼んでいたと思うが、ハーフパスの後駆が先行する点を注意しておられたのを

覚えている。しかし、そこは千葉きん、２回目には正しくやってのける。「栴

檀は双葉より香ばし」という諺を思い出すシーンであった。

◆ヨーロッパで学んだことは多かった。

昭和４２年春、私はオランダに転勤になり、あこがれのヨーロッパで馬術に接

するチャンスに恵まれた。

赴任して間もないある日の午後だった。

休暇をとっていたはずのオランダ人の職員が書類をもって私の事務室に入っ

てきた。仕事熱心なのはいいが、乗馬スタイルである。

「何だ、その恰好は……」と問い正すと、早朝からの特別訓練に参加してい

たが、どうしても急ぐ仕事を思い出したので出てきたという。馬が大好きな私

のこと、書類にサインをして仕事はすんだが彼を帰さない。どこで練習してい

る…？何年乗っている…？等々詳しい話を聞き出した。そして、ミスター・タ

カダも乗馬をするのか、ということになり、次の日曜日には、彼の先生に紹介

して貰う約束ができた。

その先生は、ナショナル・チームのコーチをやっているベテランで、彼が所

属する乗馬クラブの会員になり、約４年にわたって色々と教えて貰ったのであ

る 。

サンデー・ライダー（日曜日だけの生徒）だから、という訳ではないだろう

が、１日に４鞍のレッスンは厳しいものだった。午前中は新馬に乗り、主に調

教の手順を習い、午後は’占馬に乗って馬場の練習をした。その練習は常歩から

始まるが、ゆったりと大股に歩かせるのが一苦労、先生は、普段は英語で話す

が怒るとオランダ語になる。外国人の私には益々解らなくなる。最後は先生が

やってみせてくれる。「お前のはこうだ、正しいのはこうだ」とやられると、

明らかにその違いが出てくるから堪らない。でもお陰様で、自分の馬術がいか

に未熟なものであるかを知らされた。

- ２ ５ -
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クラブの競技会があった時、審判をする先生の助手をやらされたことがある。

点数を付けるだけなら楽なもんだ、と思ったら大間違。お前も書け、と言って

用紙を渡される。問題は全ての演技が終わってからである。先生のオフィスヘ

呼ばれて自分の採点したリストの説明をさせられる。どこが良いか、どこが悪

いか、だから何点をつけました、と報告するのだが、先生と同じ点数が付いた

のは半分もない。本当に情けない思いをしたものである。

だが、この時私が学んだのは、馬がどの様に自然に動いたか、どの程度、乗

り手の要求に応じたか、という点を見るのが大切だ、ということであった。よ

く調教された馬に乗れば、ある程度、良い点がとれるのは当たり前である。が、

馬の動きを妨害するような扶助があると減点される。あまり調教の進んでいな

い馬に乗った人とのバランスをとっているのかも知れないが、この辺が選手権

大会などと違う点なだろう。

そう言えば、クラプ内の競技会では、騎手のレベルによって採点基準を変え

ていたのが面白い。ある馬場の課題が１００点満点だったとする。同じコースを

踏む初心者の満点は２０％引きの８０点、中級者のは１０％引きの９０点としてで採点

するのである。だから上級者がいつも優勝するとは限らない。よく調教された

馬に乗った人が勝つとは限らない、というアイデアが面白い。

◆勝手なことも、言いたい放題。
６０歳の定年が近づいた時、私は北海道に永住するべく札幌に住宅を購入した。

これで本当の道産子になったような気がした。しかし、馬はやっぱり中間種が

好 き だ。

、ヨーロッパにもサラブレッドの乗馬はいたがどうも扱いが難しい。中間種の

いい馬に巡り合いたいが、日本でそんな贅沢は許されない。仮に幸運に恵まれ

たとしても、今は私の体力が続かない。全く人生はままならぬもの、と思うの

は私だけではなかろうが、上手下手は別として、私より年配の方が、熱心に

乗っておられるのをみると、心から尊敬してしまうのである。せめてあの方達
の半分でもいいから乗りたいもの、と思ってはいるが、実行できるのは、口頭

馬術だけである。

もっと勝手なことを言わせてもらおう。

- ２ ６ -



戦後の日本は、経済的な面では（少なくとも表面的には）世界有数の力を持

つ大国に成長した。しかし、馬術の面では（誠に残念ではあるが）後進国並み

であることを認めざるを得ない。

これには色々な理由があるのだが、私が最も強く感ずるのは、乗馬人口の絶

対数が少な過ぎるという点である。

大体、繁栄するスポーツには幾っかの特性がある。例えば、子供時代に経験

した野球や水泳、スキーなどは、大人になっても楽しめるから廃（スタ）れな

い 。
一方、子供のファンが多いスポーツは成長する。サッカー等は良い例だろう。

自分ができなくとも、見る事だけが楽しみのスポーツもある。相撲やプロレ

ス等が良い例だが、乗馬の場合とは格が違う。

日本とヨーロッパは、その歴史や風土などに大きな違いがある。だから単純

に比べる事はできないが、ヨーロッパの子供たちにとっての乗馬はごく普通の

スポーツである。

日本の子供達が、水泳教室に通うのと同じ感覚で乗馬クラプヘ通っている。

だから大人になって、乗馬を止めた人でさえ、乗馬の楽しさを知っている。

大人になっても乗馬を続けている人が多いのは当たり前の話である。

乗馬人口が多ければ、乗馬クラブの経営も楽になる。底辺が広いから、強い

選手の育成が容易になる。遠隔地の競技会への派遣も楽になる。

誰でもが知っている事なのに、何故、誰も普及活動に取り組まないのだろう。
「ローマは一日にして成らず」というではないか。初年度は５０人を目標に、

各クラブが協力してはどうだろう。道馬連とか、振興協会からの補助金も不可

能ではないだろう。

人材には恵まれている筈。乗馬の世界に明るい未来があることを祈念して止

ま な い 。 ／

- ２ ７ -
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北海道乗馬連盟創立の歴史

北海道乗馬連盟創立の背景

（１）北海道と馬の関係

この関係は甚だ密接で、北海道開拓以来、農耕、娩曳輸送、駅逓などに極

めて重要な役割を担っていた。

文化年間、函館奉行の戸川安倫が南部産馬数頭を有珠虻田地方に移し、牧

馬場を開始し、安政年間には日高浦河地方に牧馬場を開いた。

開拓使設置以来、種馬をアメリカその他から輸入し、新冠牧馬場を設けて

品種の改良に努め、北海道庁設置後には北海道種畜牧場においても改良育成

が進められた。

また、早くから軍用馬の生産育成にも力が注がれ、明治３３年には釧路に、

明治４０年には上川に陸軍省所管の軍馬補充部が設立され、馬政局が出来てか

らは日高、十勝、長万部に種馬牧場が設置され、馬産地としてますます重視

されるようになった。

したがって、道民は馬に接する機会も多く、乗馬や馬術その他馬事に関す

る興味や知識を持つ者が多かったものと推察される。

（２）軍隊馬術

屯田兵時代に続いて、明治２９年（：１８９６）札幌に陸軍第七師団が置かれ、同

３２年には月寒に歩兵第２５、２６、２７、２８連隊と幅重隊が、同３３年には騎兵隊が

設 置 さ れ た。

しかし、同じ年に歩兵は第２５連隊のみを残して他は旭川に移駐されたが、

工兵隊、野砲隊が加えられ、多数の軍馬が繋養されて、良く調教された優秀

な乗馬も多かった。

師団では、国防の立場から、一般民間人や学生に対し、馬事思想の普及宣

伝のために積極的に軍馬の使用を許可し、優秀な将校や下士官の乗用馬を提

供し、馬術に優れた将校、下士官、調教師が教官となって指導にあたり、土

曜、日曜、春・夏休みには営内宿泊も許した。

昭和２年から゛、師団主催の北海道乗馬大会が毎年旭川で開催され、出場者

岬
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は乗馬部隊の将校、ヽ下士官が主であったが、一般及び学生を対象とした競技

種目もあり、個人及び団体戦も取り入れ、当時としては盛大な競技会で、昭

和１６年頃まで続けられた。また、騎兵学校の教官による模範馬術の供覧も行

わ れ た 。 ・ ｊ

（３）学生馬術

札幌農学校では、明治初年開校当時から農場に馬を繋養し、畜産学、獣医

学、蹄鉄学、馬耕乗馬の実習教育が行われていた。

明治１０年（ｌ：：１．８７７）帰国するクラーク博士を校長と３人のアメリカ人教師と

全校学生の総勢２５騎が、室蘭街道を南へ２０ｋｍの島松駅逓まで見送り、最後に

博士が馬上で学生に「ボーイズ・ビー・アンビシャス」と叫ばれた馬上の訓

言は有名である。

北海道大学では、太平洋戦争の中頃まで乗馬を繋養して畜産学科と農学科
の学生に正課として馬術を教えていた。

これとは別に、一部の学生が大正１４年に北大乗馬会を設立し、月寒の歩兵

第２５連隊の将校乗馬で調教師を教官として練習し、休ＩＩ既には旭川騎兵第７連

隊で合宿練習を行・＝）ていた。

これが、現在の北海道大学馬術部（昭和５年創立）の前身で、本道学生馬

術団体の先駆である。

その後創設された帯広高等獣医学校の騎道班（昭和１７年）、’即ち現在の帯

広畜産大学馬術部と共に、全国的にその輝かしい足跡を残している。

また、昭和の初期に旭川で中学生が軍隊で練習を始めていたという伝聞も

あ る。

（４）社会人馬術

明治５年（１１１８７２）、札幌神社の祭礼に乗馬で参詣した人たちが、祭礼を祝
って競馬をした。これが札幌競馬の始まりで、開拓使の勧業課が主体となっ

て 競 馬 が 開 催 さ れ て い た 。 ト

既に、明治４０年頃に北海道乗馬会という団体があって、札幌競馬を開拓使

から引き継いで実施していたが、後に北海道競馬会となごり、現在の札幌競馬

場の位置に競馬場を移し、札幌競馬倶楽部となったが、昭和１２年に日本中央

- ２ ９ -
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競 馬 会 に 統 合 さ れ た 。 -

戦時中昭皿８年に競馬が中止されたが、昭和２１年進駐軍が慰安的な催しと

して開催されており、昭和２２年札幌競馬が再開されるにいたって、札幌競馬

場では進駐軍の使っていた馬の一部を場内に繋養し、札幌乗馬倶楽部の会員

や北：大馬術部の学生に馬術練習馬として提供された。

べ大正の終わりから昭和の初めにかけて、道内の諸所に馬術愛好者や騎兵隊

などの出身者によって乗馬倶楽部が創設されたが、これらの中には発展した

ものもあり、消滅したものもあるが、それぞれ本道の馬術界の発展に寄与す

るものが大きかった。

その一例が、武田忠幸氏らによって創設された札幌愛馬会は、一般会員及

び学生会員に馬術を指導していたが、これが現在の社団法人札幌乗馬倶楽部

の母体である。

また、遊佐幸平先生から、恐らく世界で唯一であろうと誉められた女性ば

かりの銀鞍クラブ（当時原島つる子会長）は、一時は盛んで、第９回国体に

は選手を送り大いに気を吐いたがその後一時解散し、昭和４３年頃銀鞍会とし

て再開したが、現在は惜しくも消滅している。

２ 北 海 道 乗 馬 連 盟 の 設 立 と 沿 革

（１）創設当初設立総会

上述のように、北海道における乗馬並びに馬術の歴史は古く、学生の馬術

部、社会人の乗馬クラブなどの団体、または、同好の個人など次第に数が多

くなり、全道的あるいは全国的馬術競技会に出場して好成績をあげる者も多

くなってきた。しかし、各団体が一致して連盟を結成するまでには至らな

か っ た。

丁度そんな折り、昭和２９年（１１１９５４）に第９回国民体育大会が本道で開催さ

れることになり、馬術競技を開催する組織の必要に迫られて、その前年の昭

和２８年１０月に北海道乗馬連盟が結成された。

連盟の最初の事業は国体に使用する乗馬の選択購入と競技用馬とするため

に調教することであった。

ノ゛
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発足当時の役員は、主として札幌乗馬倶楽部の役員が兼任したが、翌２９年

５月１５日の設立総会において２～３名追加し正式に決定され、連盟の規約も

総会で決定された。

連盟の事業としては、道内における騎乗競技の実施、乗馬の普及、乗馬家

の連絡及び親睦を図ることのほか、乗馬に関する各種業務を行うと共に、日

本馬術連盟の業務に協力することを目的とした。

事務所は、日本中央競馬会札幌競馬場事務所に置き、競馬場職員の山下輝

幸、姉崎保の両氏が事務局を担当した。

当時の役員

会長：菊池吉次郎（北海タイムス社長；現北海道新聞社）

常務理事：庄内貞夫、武田啓介、原島つる子、遠山範重、松本久喜

理事：太秦康光、河村悌一、高橋賢一、渡辺鉄太郎、中本明、大久保俊

彦

監事：小関勇、武田忠幸、野久保秀三

（２）第９回国体開催の頃

設立総会の１週間後、第１回の理事会が開かれ、当年（昭和２９年）、８月２４、

２５日両日の国体を成功裡に終わらせることを至上任務どし、具体的な打ち合

わせが行われた。

前年末、すでに購入した馬は競馬場の厩舎に繋養され、在札の乗馬関係者
一同協力して調教に当たっていた。日本馬術連盟から派遣された元橋忠作、

荒川米吉両氏の指導を得て調教は順調に進んだ。国体は、関係者一同の協力

で無事遂行することができたが、北海道の成績は芳しくなかった。

その後、連盟役員は太秦理事が副会長に就任、他に２、３の異動があった

が、菊池会長が東京に移られた昭和３６年（１１１１．９・１６）までは殆ど留任した。

この間、連盟は特に北海道大学馬術部、同ＯＢ、札幌乗馬倶楽部、札幌鉄

道管理局馬術部、帯広畜産大学馬術部、日本中央競馬会札幌競馬場の支援に

より運営されたが、札幌競馬場の山下輝幸（元小野寺）氏と北大ＯＢの斉藤

善一氏のご努力は特筆される。

- ３ １ -
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（３）連盟隆盛期

昭和３７年菊池会長｀に代わって、高橋賢一氏（道議会議員）が会長となった。

太秦副会長が函館に転出したため、副会長に武田忠幸、松本久喜、安部康

毅の３氏が就任、理事長に庄内貞夫氏、理事は異動があって１４名（山本智氏、

大木正巳氏、斉藤善一氏、小野寺輝幸氏、原島つる子氏、重信実氏、穴田正
一氏、市川瑞彦氏、原重一氏、半深道郎氏、鷲田和彦氏、鶴見利司氏、清水

義作氏、北田満之進氏）、監事には門脇佐一氏、白瀬繁二氏が就任した。

この年、連盟事務局を北海道大学農学部畜産学科内に移し、斉藤理事が事

務を担当した。

当時の加盟団体会員は、学生は北海道大学馬術部、帯広畜産大学馬術部、

酪農学園大学馬術部の３大学、社会人は札幌、旭川、帯広の各乗馬倶楽部、

札幌鉄道管理局、札幌競馬場の各馬術部と北大職員の乗馬同好会などの１１団

体で、このほか高校馬術部４校、合計１８団体であった。会員総数は２８７名で、

内訳は学生生徒が１４０名（女性１５名）、一般１４７名（女性子１４名）であった。

昭和３９年（ｌｊ９６４）には、松本、安部副会長に代わって半渾道郎氏が副会長

に就任し、理事、監事にかなりの異動があった。事務局を札鉄公安室に移し

た 。

北海道乗馬連盟役員名簿（昭和３９～４０年度）

会 長 ： 高 橋 賢 一

副 会 長 ： 武 田 忠 幸 半 深 道 郎

理 事 長 ： 庄 内 貞 夫

理 事 ： 中 松 喬 三 郎 原 島 つ る 子 飯 守 義 正 高 橋 留 次 郎

山 本 智 今 井 正 布 浦 敏 一 南 波 太 四 郎

斎 藤 守 田 中 一 郎 滝 沢 南 海 男 横 田 肇
‘北 田 満 之 進 志 賀 親 則 板 東 良 一 石 井 幸 次 郎

小 山 昌 克 大 原 久 友 清 水 義 作 都 築 俊 文

伊 藤 宏

監 事 ： 門 脇 佐 ̶ 稲 垣 新 一

またこの年度から新しく顧問を次の諸氏に依嘱した。

- ３ ２ -
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北海道知事町村金五、北海道議会議長岩本政一、北海道市長会会長

原田与作、北海道町村会会長箕輪早三郎、自衛隊北部方面総監宮崎舜一、

北海道大学学長杉野目晴貞、酪農学園大学長山極三郎、札幌競馬場長

桶師治朗、北海道大学農学部長長尾正人、北海道馬事協会会長早川由太

郎、北海道畜産会会長山中良造の各氏。

昭和４２年（１１９６７）には、副会長を４名とし、理事を各団体から１～２名を

選び、２５名とし、理事長に山本智氏、監事に星野良平氏が就任した。また、

事務局を札鉄公安室から北大農学部に移し、半深副会長と山本理事長が事務

を担当した。当時の加盟団体は、前期のほかに丸井今井デパート乗馬倶楽部、

銀鞍会、大谷学園札幌女子短期大学馬術部、北海道女子短期大学馬術部など

を含め１７団体で、会員概数４０１名（女性１２１名）、所有馬５４頭に及んだ。

昭和４４年学内紛争のため、事務局を山本智宅に移し、山本夫人の援助のも
とに自宅で事務を処理したが、昭和４８年転任のため退任、西村札幌競馬場長

の好意により事務局を再び札幌競馬場に移し、西村場長が副会長と理事長を

兼任された。副会長にはこのほか武田忠幸、宮坂文一、小山昌克、監事に畠

山五郎、佐合義弘の各氏が就任した。また、初めて総務部および競技部をお
いて、理事でその任務を分担した。

この年新たに岩見沢乗馬クラプ、井上乗馬倶楽部、北星乗馬同好会、札幌

楽馬会、北海道工業大学馬術の入会があり、函館乗馬クラブが退会した。

昭和４９年には、半深道郎氏が理事長に選任され、総務担当の小野、片寄理

事等の援助と、この年度からパートの女性事務員を雇って競馬場に連盟専用

の部屋を借用して事務処理をした。

（ ４ ） 連 盟 改 革 期 ブ

昭和５１年４月総会で、創設以来の連盟規約を改正し、４月１日から施行し

た。昭和５２年には、第１５回日韓親善馬術大会の準備の都合もあって、鷲田常

任理事の店の事務室に一部事務所類を移して、しばらく事務処理を行った。
この年、監事に加藤弘氏が就任した。

昭和５５年（１：１．９８０）には、理事長に岡田光夫氏が就任し、副会長に半深道郎゛ ｔ ざ

氏と宮田四郎氏が就任した。

- ３ ３ -

- - 一 一 -



Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ

北海道乗馬連盟役員゛（昭４１～４２）

（役名）氏名 住 所 所 属
会 長 高 橋 賢 -

副 会 長 武 田 忠 幸
〃 半 深 遠 郎

・ 〃 庄 内 貞 夫

〃；ｉＥｉ井幸次郎

理 事 長 山 本 智

理 事 原 島 つ る 子
・ ｚ 布 浦 敏 一

ｚ ／ 高 橋 留 次 郎

ｚ ｚ 南 波 太 四 郎

ｚ ｚ 斎 藤 守

〃 佐 合 義 弘

ｚ ｚ 板 東 良 一

ｚ ｚ 井 上 忠 吉

〃 清 水 義 作

・ ・ 千 葉 滋

〃 太 秦 康 光

・ 〃 平 弥 三 郎

〃 八 木 正 巳

〃 山 崎 善 輝

〃 西 村 忠 彦

〃 橋 本 和 雄

〃 須 １ 匝 正 之

／ ｚ 山 下 太 郎

〃 杉 山 光

． 〃 鶴 林 正 貴

〃 一 見 し づ 子

ｚ ｚ 高 谷 由 美 子

・ ｚ 五 十 嵐 章

ｚ ｚ 山 本 紘 明

監 事 星 野 良 平

有珠郡伊達町北黄金

札幌市南６条西２０丁目
〃北６条西１２丁目

ｚヽ／白石・：｜：１央通５３-３

旭川市１０条８丁目右５号

札幌市北１０条東６丁目２１３の４０１
ｚ／北２条西２７丁目

・・新琴似町４４６の６

ｚｚ北１４条西１９丁目

〃澄ＪＩ１４２０角

ｚ／白石町中央４４８

″琴似町東８軒７５３

旭川市６条通１２丁目
・ｚ近文町２５丁目

帯広市西６条南１１丁目
〃西１７条南１丁目ＥＲＣ-１１７号

函館市湯川町２-８-２
〃大森町２０番６号

札幌市琴似町８軒１５条東１丁目
〃北３条西２１丁目よしの荘

帯広市稲田町帯広農高公宅

〃稲田町帯広：畜産大学碧雲寮

江別市西野幌７６３五十嵐方
’ ’野幌町６９の２２中井方

札幌市琴似町宮の森７４３
〃東苗穂町８３ヽ

〃北９条西１３丁目進修寮

・ｚ南１１条西２０丁目

ｚ・南３条西６丁目

．北海道乗馬連盟
札幌乗馬倶楽部
北大乗馬同好会
札幌乗馬倶楽部
旭川乗馬倶楽部
札幌鉄道管理局馬鮮
札【１発乗馬倶楽部プ
札幌鉄道管理局馬術部
日中央競馬会札幌競

話井デパー卜乗馬倶

北大乗馬同好会
旭川乗馬倶楽部

帯広乗馬倶楽部

函館乗馬倶楽部

札ｌ！ｌ光星高校，１６術部
札肢゛園札幌女子
超 Ⅲ ｕ ｎ

帯広畜ｊｌｌＥＩ：；大；学馬術部

酪農学園大学馬鱒

ｊ，ミ｜！！纏１１１１１‘’：゙ｉｊ°ｌ

ｉｌ海ｌｌ！大学体育会馬術

札１；！ＳＩ乗馬倶楽部

- ３ ４ -
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北海道乗馬連盟加盟団体（昭和４２年）

団 体 名 事 務 局 代 表 者 会員数 所有
馬数

札 幌 乗 馬 倶 楽 部

札幌鉄道管理局馬術部

日本中央競馬会札幌競馬
場馬術部
⑩今井デパート乗馬倶楽
部

北海道大学乗馬同好会

旭 川 乗 馬 倶 楽 部

帯 広 乗 馬 倶 楽 部

函 館 乗 馬 倶 楽 部

銀 鞍 会

北海道大学体育会馬術部

酪農学園大学馬術部

帯広畜産大学馬術部

帯広農業高等学校馬術部

光星高等学校馬術部

大谷学園札幌女子短期大
学馬術部
札幌竜谷学園札幌女子高
校馬術部
北海道女子短期大学馬術
部

札幌市北１０条東６丁目
国鉄了’／１-ト２：１．３-４０１山本智方
札幌市北５条西４丁目
札幌市鉄道管理局会計課内
札幌市北１４条西１９丁目
日本中央競馬会札幌競馬場
札幌市南１条西２丁目
｛；１：Ｉ）デパート、第１外商課、斎藤守
札幌北９条西９丁目
北大農学部、半渾気付
旭川市花咲町６丁目
旭川乗馬倶楽部（井上忠吉）
帯広西１条南９丁目
ツバメヤ内（笹川隆）
函館市東雲町１１番１号
森病院、平弥三郎気付
札幌市北２条西２７丁目
原島つる子方
札幌市北１０条西９丁目
北大、第１農場内

江別市西野幌

帯広市稲田町
帯広畜産大学碧雲寮内

内帯広市稲田町

札幌市北１；３条東９丁目

札幌市北１６条東９丁目

札幌市北３条西１９丁目

江別市西野幌７２０

武 田 忠 幸

古 泉 栄 一

松 山 義 朗

南 波 太 四 郎

半 渾 道 郎

小 山 昌 克

清 水 義 作

太 秦 康 光

原 島 つ る 子

春 田 恭 彦
（半１華道郎）
清 水 務
（山下正亮）
畠 山 和 明
（三宅勝）

橋 本 和 雄

八 木 正 巳

丸 山 る み 子
（中島義明）

山 崎 善 輝

渡 部 悦 子
（南邦恵平）

２０（Ｏ）

２４（３）’

ニ１（）（Ｏ）

：１３（７）

ｌｌ（）（ｙ１０）

１５０（２０）

ｊ１０（ニ１０）

ｌｌ（）（１０）

ニ１１５く：１１５）

｛５０鸚０）

２１（２）

１！！）（１）

：１（）（Ｏ）

５（Ｏ）

９（９）

：１１５（１４）

ニ１．（）（：１０）

１４

４

１

-

２

㎜

以 上 １ ７ 団 体 会 員 数 概 算 ４０１
（：ニ１２１）

５４
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この年の理事会において、理事の数があまりに多く理事会の召集、議事の

進行にも支障があることから、役員の数を減らして運営することが提案され、

昭和５６年４月の総会に諮って、暫定的に仮称拡大役員会の設置が決定し、高

橋会長、半深、宮田副会長、岡田理事長、加藤監事、鷲田、村上、小野、荻

野、庄内、鎌田、中曽根の各理事が会長から指名され、新しい組織づくりを

行 っ た。

昭和５７年の総会において、新しい連盟会則が決定され、理事数を減じ、新

たに評議員の役職を採用し、加盟各団体から１名の評議員を選出するように

な っ た。

会長：高橋賢一、副会長：半深道郎、宮田四郎、監事：加藤弘、小野忠

理事長：岡田光夫、専務理事：鷲田和彦

理事：庄内貞夫、鎌田正人、村上隆保、中曽根宏、瀬川常雄、久保田学

昭和５６年４月から、北海道体育協会との事務連絡の都合上、北海道立札幌

中島体育センター本館事務室内に乗馬連盟の事務机と書庫を置き、事務処理

を行うこととなった。

昭和５７～５８年度にかけて、総務部、審判部、強化部を設けて理事が分掌し、

また、理事会規程、各部規程、国体等参加人馬選考基準、物品貸与規程、事

務処理規程、優秀乗馬指定規程、旅費及び手当支給規程などを改正あるいは

施 行 し た。
この年での日本馬術連盟公認審判員は、国内審判員８名、地方審判員２４名

であり、北海道乗馬連盟会員数は５４０名（学生生徒９１名）、所有馬１６４頭と

なっている。

昭和５９年度には、第４４回はまなす国体馬術競技の強化事業が開始され、北

海道乗馬連盟としての体制づくりを行った。

まず、宮田副会長を委員長とする４４国体馬術競技強化対策委員会を組織し、
「４４国体馬術競技強化対策委員会規程」及び「４４国体馬術競技強化指定馬選

抜養成受託事業実施規定」を制定し、北海道国体局事業の受託体制を整えた。

この事業は、昭和６０年度から毎年２０頭づっ審査会により競技馬を指定し、

道から飼育管理費を交付し強化訓練も行うというもので、国体開催直前まで

３ ６ -
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続 け ら れ た。

北海道乗馬連盟役員は、国体準備に向けて理事を２名増員（会長１、副会

長２、理事１０、監事２の計１５名）したが、高橋賢一氏を会長とする体制は、

４４国体馬術競技優勝という好結果もあって、平成３年度まで続いた。その間

宮田副会長が家庭の事情で退任されて静岡に移られた（現在旭川市に在住）。

平成２年度の役員改選でさらに２名増員し（会長１、副会長２、理事１３、監

事２の計１８名）、現在に至っている。

平成４年度を迎えて、高橋賢一会長が高齢等を理由に退任を申し出られ、

慰留にっとめたが辞意が堅く、高橋会長からの推薦もあり全会一致で加藤弘

氏が会長に選ぱれ、他の役員も改選された。
この間、昭和６３年度には北海道乗馬連盟事業の企画・執行体制の強化を図

り事業部（後の事業推進委員会）を設置し、それまでの総務部、審判部、強

化部はその中に編入し全体的な編成換えを行った。

３北海道乗馬連盟事業実績

（ １ ） 連 盟 主 催 事 業 △
①講習会事業

初心者を対象とした北海道乗馬講習会は、昭和３８年頃から毎年１回道
内各地区で実施してきたが、平成２年度からは毎年２地区づっ北海道初
心者・社会人馬術大会と併催するようにしている。
北海道馬術指導者講習会及び北海道審判講習会は、道内の審判員の研

修は勿論だが選手・指導者の研修をも含めて実施してきた。平成元年頃
から毎年１回実施していたが、平成４年度からは春・秋と年に２回実施
している。

② 強 化 事 業
国体参加人馬の強化訓練、東日本馬術大会・全日本馬術大会への参加

補助を実施している。
昭和５８年度から、道内競技会における年間成績をもとに、毎年１０頭程

度の北海道乗馬連盟優秀乗馬を指定し、飼育奨励金の交付を行い、優秀
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乗馬の育成を奨励している。
／平反５とｙ５年度から、北海道乗馬振興基金を設立し、関係各方面から寄付

フフを求め道内大会への飼育奨励金あるいはヤマハホースショーなどへの参

ン……力口補助として役立てている。

③∵競技会事業
・競技会開催会場は、平成元年度までは各地区持ち回りで仮厩舎の設営

に苦労しながら、各大学馬術部、岩見沢競馬場、札幌競馬場、北星乗馬

クラブなどを使用していた。

平成２年度からは、ノーザンホースパークのご好意により大半の競技

会をここで集中的に開催することができるようになり、設備も整ってい

るため大会運営の負担もかなり軽減され、また、白井民平氏のご協力も

あり、それまでにない充実した楽しい大会となってきている。

北海道馬術大会兼国民体育大会馬術競技北海道地区予選

昭和２９年（：：１．９５４）に第１回（国体は第９回）大会を開催してから毎年

実施し、その後北海道体育大会の馬術競技を兼ねて開催し、昭和５６年に

は第２８回大会を帯広畜産大学馬場で開催したが、その参加者は９４名、参

加馬は７１頭あった。昭和４２年の第１４回大会時は参加馬は２５頭であったが、

平成４年度は参加者８５名、参：力［｜馬６７頭であった。

北海道団体馬術選手権大会

昭和３１年に第１回大会を開催してから、時代は自馬による大会に変遷

し、、昭和５６年第１６回大会を岩見沢競馬場で開催したが、その後間もなく

廃 止 し た。

北海道自馬馬術大会

国体予選への参加が増加し、自馬による競技中心になり、全道的大会

を増やす要望が高まり、昭和４１年に第１回大会を札幌競馬場で開催し、

昭和４２年大会では参加者６３名、参加馬２０頭、昭和５６年第１６回大会では参

加馬６４頭、平成５年度第２８回大会（浦河乗馬公園）では、参加者１４３名、

参加馬１１１頭の多きを数えるに至っている。

- ３ ８ -



日本馬術連盟公認北海道地区馬術大会

現在は、日本馬術連盟主催となっているが、昭和５１年度には第１回大

会を帯広畜産大学馬場で開催し、参ｌ加馬５４頭、第６回大会は日高ケンタ

ッキーファームで開催し、参加者９６名、参加馬６７頭、平成５年度第１８回

大会（ノーザンホースパーク）では、参加者９９名、参加馬１１５頭であっ

た 。

参加が特に増加しているのは、浦河６４国体終了後の著しい傾向である。

北海道馬場馬術大会

昭和６２年度に道内馬術のさらなる発展に期待を込めて、選手権競技と

して第１回大会を開催したが、大会らしい参加状況となったのは、平成

３年度頃からであり、徐々に技術の向上もみられるようになった。この

第５回大会から５月開催とし、講習会を併催した。

平成５年度第７回大会では参加者８７名、参加馬５３頭を数えた。

北海道障害馬術選手権大会

北海道馬場馬術大会と同様の考えで、昭和６２年度から開催している。

平成４年度第６回大会では、参加者４５名、参加馬５３頭で大会の開催主旨

に今一つといったところである。

北海道高校生馬術大会

北海道高校馬術連盟が主管して大会を開催しており、昭和５６年度に第’

１０回大会を開催している。毎年４回、札幌競馬場、日高育成牧場、ノー

ザンホースパークなどで開催しており、平成３年度からは国体少年北海

道選手の選考も兼ねるようになった。

北海道初心者馬術大会・北海道社会人馬術大会

昭和３８年度に第１回大会を札幌競馬場で開催しだのが最初である。こ

の大会は北海道乗馬講習会とあわせ、札幌地区、岩見沢地区、旭川地区、

十勝地区、胆振地区、函館地区などと地区ごとに開催している。（現在

は年に２地区）

第１回対二。ュージランド・ジュニア障害馬術大会

平成５年度から、北海道乗馬連盟主催、日本馬術連盟公認で、隔年に
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開催されることになり、今年はノーザンホースパークで開催された。

ノーザンホースカップ大会と併催され盛会であった。’

④はまなす（浦河）国体強化事業

４４国体と称されたこの大会の北海道地区代表人馬の育成強化事業は、

卸北海道体育協会と北海道国体局の補助のもとに当連盟が会員及び関係

各方面の協力により、企画実行した。（昭和５９年度～昭和６４年度＝平成

元年度）

昭和５９年度当初は、北海道乗馬連盟による乗馬買い上げ（４０頭程度）

と競技馬育成及び選手養成を、集中的に実施するという考え方もあった

が、年度後半に急濾その後実施された指定馬方式が採用され、７月１９日

北海道議会会議室において北海道国体準備室に対して申し入れ、承認さ

れ た 。 ） ‥ ・

その結果、（姉北海道体育協会及び４４国体競技力推進本部は選手の強化

育成事業に、北海道国体局は競技施設（用具）整備の一環として競技用

馬の育成強化事業にと、それぞれ分担して実施することとなった。即ち、

当連盟は選手強化費補助は４４国体競技力推進本部から、競技馬育成強化

費補助は北海道国体局から受けて事業を推進した。

指定馬事業は、昭和５９年度から実施され、毎年２０頭の競技馬（障害馬、

馬場馬、総合馬）を当連盟会員所有馬の中から、年２回の指定馬選考審

査会により選考し、飼育管理費を交付し、各種強化事業を行い、国体開

催直前まで実施された。

４４国体から、大幅に種目が変更されることになったが、強化事業の実

施に支障はなく、予定どおり執行した。
この指定馬事業方式は、理想的に事が進めば誠にすばらしい方法であ

ったが、なかなか理想的には進まず憂慮されたが、いろいろな状況の積

み重ねによって国体成績は最高のものとなった。

また、４４国体開催による道内における馬術の振興への波及効果は、他

の要素と機ををニー-にして特に胆振、’日高方面に著しかった。その後の全

道大会への参加人馬数が著しく増加している。（外産馬の増加とジュニ

- ４ ０ -
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ア選手、女性選手の活躍が特に）

⑤ そ の 他

このほか、当連盟会員独自の競技会等の開催もあり、その支援も行っ

ている。また、東日本馬術大会、全日本馬術大会、全日本総合馬術大会、

北日本学生馬術大会、全日本学生馬術大会、全国高校馬術大会、オール

レディスホースショー、ヤマハホースショー等などの大会にも会員ぞれ

ぞれの判断で参加しているが、今後何らかの支援方法を整備していきた

い 。

（２）臨時的事業

上記のほか、日本馬術連盟、各種馬術連盟等の依頼を受けて、主管・協

力して行う事業も次のとおり行われている。

汎太平洋国際馬術大会北海道旅行

昭和４８年度に、全日本ポニークラプ連盟が主催して日本（東京）で開催

され、６ヶ国（アメリカ、オーストラリア、カナダ、ニュージーランド、

イギリス、日本）のポニークラブ会員一行が競技会後の行事として北海道

旅行に来道したが、その際当連盟で８月２１、２２日に札幌競馬場から荒井山

までの遠乗会、競馬場でのクロスカントリー競技開催、知事招待の知事公

館庭園でのレセプション等で歓迎した。

第１５回日韓親善馬術大会北海道大会

昭和５２年（：：１．９７７）７月３０日～８月１日、北海道大会の開催要望が韓国側

からありそれを受けて、東京大会後（馬事公苑）のこの日程で進められた。

７月３０日、札幌市長と北海道乗馬連盟会長招待歓迎レセプション（全日

空ホテル）、７月３１日、一般及び学生対抗戦（北海道大学馬場）、競技終

了後札幌ビール園で懇親昼食会を開催した。

８月１日は、牧場見学会を行った。（浦河家畜市場、日西牧場、西山牧

場）

日本馬術連盟主催、北海道体育協会・北海道乗馬連盟主管で開催した。

第１５回全国高等学校馬術競技大会

全日本高等学校馬術連盟、北海道体育協会、北海道乗馬連盟共催、江別

- ４ １ -
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市後援で、昭和５６年（：１１９８１）８月７～９日の３日間にわたって酪農学園大

学馬扇で開催された。
最終日には、礼宮文仁親王殿下の台臨を仰ぎ、４７校延べ２７６名の出場と

盛会であった。

北海道農業祭総合畜産共進会協力

昭和４９年（ｌｌ：１．９７４）９月１日、北海道畜産会からの要請で、札幌月寒北海

道産業共進会場における開催中の農業祭において馬のアトラクションを実

施、馬事公苑の山谷吉輝氏のポニー演技と札幌競馬場の協力によりカド

リール（６騎）を供覧した。

第６回日韓高等学校馬術大会

昭和６２年９月１３日、北星乗馬クラブ馬場において、全日本高等学校馬術

連盟主催、北海道高等学校馬術連盟主管、日本馬術連盟・北海道乗馬連

盟・北海道・札幌市後援で開催された。

９月１１日来道、９月１２日芸術の森及び定山渓熊牧場観光、歓迎パーテ

ィー、９月１３日には競技会（韓国チーム、日本チーム、北海道チーム、札

幌チーム）を開催し、９月１４日は、道庁赤レンガ、大倉山シャンツエ、支

笏湖、インディアン水車を観光した。

第２７回東日本馬術大会

平成３年（：ｌ：１．９９１）９月２０～２２日、ノーザンホースパークにおいて、北海

道乗馬連盟の主管で北海道で初めて東日本馬術大会が開催された。１２都道

県、１４９頭参加。

これを契機に、ノーザンホースパークでは仮厩舎を建設し、他の施設も

含めその後の全道大会を始めとする各種大会に貢献している。

ヤマハ・ノーザン・ホースショー

平成４年度から、ノーザンホースパークで開催されるようになっており、

北海道乗馬連盟もその開催に協力している。

平成５年度は、北海道からの参加を奨励するため、参加補助を交付して

いる。（北海道乗馬振興基金）

- ４ ２ -
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’ ９２１ＢＧホースショー・ジャパン

平成４年（ｌ：１．９９２）９月５、６日の２日間に。わたって、日本社会人団体馬

術連盟主催、ＶＩＳＡ特別協賛、日本航空協力、日本馬術連盟・北海道乗

馬連盟・日本中央競馬会・地方競馬全国協会・北海道・苫小牧市・北海道

新聞社・苫小牧民報社・日刊スポーツ新聞北海道本社・ＮＨＫ札幌支局・

ノーザンホースパーク後援により、５ケ国（香港、韓国、ニュージーラン

ド、オーストラリア、日本）の参加のもとに、ノー・ザンホースパークで開

催 さ れ 、 北 海 道 乗 馬 連 盟 も 大 会 運 営 に 協 力 し た。

第１２回日韓高等学校馬術競技大会

平成５年（：１９９３）１０月３日、全日本高等学校馬術連盟主催、北海道高等

学校馬術連盟主管、日本馬術連盟・北海道乗馬連盟・駐札幌大韓民国総領

事館・北海道・北海道教育委員会・苫小牧市・ノーザンホースパーク後援

により、全韓国チーム・全日本チーム・全北海道チーム・ノーザンホース

パークチームの参加のもとに、ノーザンホースパークにおいて競技会が開

催 さ れ た。

１０月２日にウェルカムパーティー、１０月３日にフェアウェルパーティー
；をノーザンホースパークで開催し、１０月４日に観光を行った。

コ●
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北海道乗馬連盟史年表（乗馬の歴史）
年 号 北 海 道 乗 馬 連 盟 等 日 本 馬 術 連 盟 等 北 海 道 体 育 協 会 等
明治５年（：１８７２） 札幌神社祭礼競馬（開拓使勧業課主催）
明治４０年（ニニ１９０７）
頃

北海道乗馬会として札幌競馬を実施後に北海
道競馬会となり、現在の札幌競馬場に移り
札幌競馬倶楽部となった。

大正１０年（１１：１９２１） 国際馬術連盟創立（日本も創始８ケ国の１つ）
大正１４年（１１１９２５） 北海道大学乗馬会（昭和５年創立の北海道大’学馬術部の前身）創立

昭和２年（ｌｌ１９２８） 第１回北海道乗馬大会開催（旭川）
昭和７年（１：１９３２） 北海道体育大会（鴉遺体

育協会の前身）創立
昭和８年（ＩＪ：１．１）３３） 第７師団乗馬大会 第７回神宮体育大会 日本国際連盟脱退
昭和１２年（ｌ：１．９３７） 北海道騎乗大会（旭川；旧北海道乗馬大会）

軍旗祭２５馬術大会
札幌競馬場倶楽部は日本中央競馬会に統合

●●

● ●

昭和１４年（：１：１．９３９） 北海道騎乗大会（旭川）
昭和１５年（１９４０） 第７回札幌乗馬大会（札幌） 馬事公苑開場 第１２回オリンピック

（東京）中止
昭和１６年（；ｊ！）４１） 東 北 乗 馬 大 会 ４ ．ｆ●

昭和１７年くｌ泗４２） 帯広高等獣医学校騎道班（帯広畜産大学馬術
部の前身）創立

昭和１８年毒９４３） 競馬開催中止、北海道騎乗大会中止（旭川）
昭和１９年（：：１９４４） オリンピック中止、プ

ロ野球中止
昭和２１年（：１９４５） 社団法人全国馬術連盟創立（日本馬術連盟

の前身）
第１回国民体育大会馬術競技開催（京都）



昭和２２年（１１９４７） 第２回国民体育大会馬術競技（石川県）一般
及び学生対抗リレー競技北海道・東北チー
ム優勝

札幌競馬再開

馬術競技審判規定制定

昭和２３年く：１９４８） 社団法人日本馬術連盟と改称（竹田恒徳氏
会長）
財団法人日本体育協会に加盟
財団法人日本国際馬術協会創立、中央馬事
会解散
日本馬術連盟公認審査員規程及び’ｒマチュア規
程制定実施
第１回全日本馬術大会（京都長岡競馬場）

北海道教育委員会発足

昭和２４年（ｌニ：１．９４９） 日本馬術連盟乗馬家登録規程制定実施
第２回全日本馬術大会（京都）

北海道体育会改め北海
道体育協会

昭和２５年（：１９５０） 朝鮮戦争勃発 第３回全日本馬術大会（東京乗馬倶楽部）
昭和２６年（ｌｌニＬ９５１） 社団法人札幌乗馬倶楽部（札幌愛馬会を母体

としている）創立、当時女性だけの会銀鞍
クラブも活躍

日本馬術連盟の国際馬術連盟復帰
学生馬術王座決定戦（東京）
第４回全日本馬術大会（横浜）

昭和２７年く：１９５２） 財団法人日本国際馬術協会解散
昭和２８年（１１９５３） 北海道乗馬連盟創立（役員は札幌乗馬倶楽部

役員が兼任）
北海道体育協会加盟
第９回国民体育大会馬術競技リハーサル大会
開催（札幌）

第９回国民体育大会馬術競技北海道参加のた
め乗馬２３頭購入、調教・指導のため日本馬
術連盟から元橋忠作氏、荒川米吉氏

東日本馬術大会（岩手県水沢市）

-
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年 号 北 海 道 乗 ・ 馬 連 盟 等 日 本 馬 術 連 盟 等 北海道体育協会等
昭和２９年（：１９５４） 第９回国民体育大会馬術競技開催（札幌）

第１回北海道馬術競技大会開催（国体予選：
札幌）

北海道乗馬連盟設立総会：役員、連盟規約決
定。会長に菊池吉次郎氏、常務理事に庄内
貞夫、武田啓介、原島つる子、遠山範重、゛
松本久喜の各氏が就任。

北海道乗馬連盟事務局を中央競馬会札幌競馬
場事務所内に設置し、山下輝幸氏と柿崎保
氏が事務担当者となった。

日本中央競馬会から日本馬術連盟に対し最
初の助成金交付
日本中央競馬会法施行

昭和３０年（：：１．９５５） 第１回学生馬術講習会開催（馬事公苑）
昭和３１年（ＩＪ１９５６） 第１回北海道団体馬術選手権大会開催
昭和３２年（：１９５７） 第１回東北・北海道馬術大会北海道予選（札、

幌）
昭和３３年４：：：１．９５８） 第１回招待全日本女子学生馬術選手権大会

（札幌）
北海道学生馬術選手権大会（帯広）
第１３回国民体育大会馬術競技（富山県）４位
一般自馬総合馬術競技優勝（千葉幹夫：北楡）

昭和３４年（：１９５９） 北海道学生馬術選手権大会開催（札幌）
東 北 ・ 北 海 道 馬 術 大 会 開 催 （ 札 幌 ）。
北海道団体選手権大会（帯広）、第１回札幌
市民体育大会

第６回北海道馬術大会開催（札幌）
第１４回国民体育大会馬術競技（東京都）２位
一般自馬六段飛越競技優勝（森本悌次：北

嶺）

日ｊｌｌｉや術連盟総合馬術購買会（奥州種畜牧

-
４
１
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昭和３５年（ｌｊ！）６０） 第３回招待全日本女子学生馬術大会開催（札
幌）

東北・北海道学生馬術選手権大会開催（札幌）
酪農学園大学馬術部創立
第１５回国民体育大会馬術競技（熊本）４位
一般自馬中障害飛越競技優勝（大場善明：
北嶺）
第１３回全日本馬術大会（岡山）
中障害飛越競技Ａ優勝（山本南海男：碧雲）

第１０回全日本学生賞典障害飛越競技会（馬事
公苑）
団体優勝帯広畜産大学馬術部
（全日本学生王座決定戦）

昭和３６年（；ニ：１．９６１） 第１６回国民体育大会馬術競技（秋由県）優勝
高校生自馬馬場馬術競技優勝（小佐部宣直
： 洋 孝 ） ． ’ ゛ ｀
一般自馬六段飛越競技優勝（塚本進：碧雲）

第１４回全日本馬術大会（福島）
六段飛越競技優勝（秋山克彦：東霧）

第１１回全日本学生賞典障害飛越競技会（馬事
公苑）
団体優勝帯広畜産大学馬術部
（全日本学生王座決定戦）

-
４
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年 号 北 海 道 乗 馬 連 盟 等 日 本 馬 術 連 盟 等 北海道体育協会等
昭和３７年（ｌ：：１９６２） 第１７回国民体育大会馬術競技（岡山県）３位

高校生自馬馬場馬術競技優勝（山崎毅紀：
洋孝）
一般貸与馬中障害飛越トーナメント優勝
（ハ木正巳、小出英夫、田中昭志）

第１２回全日本学生賞典障害飛越競技会（馬事
公苑）
団体優勝北海道大学馬術部
（ 全 日 本 学 生 王 座 決 定 戦 ） ‘
個人優勝恩田正臣
日本馬術連盟公認審査員認定（山本智）
北海道乗馬連盟会長に高橋賢一氏、副会長に
武田忠幸、松本久喜、阿部康毅、理事長に
庄内貞夫の各氏が就任
事務局は斎藤善一氏（北海道大学農学部畜
産学科内）が担当（１８団体）

第１回日韓親善馬術大会（馬事公苑）

昭和３８年（：１９６３） 第１８回国民体育大会馬術競技（山口県）６位
第１回北海道初心者・社会人馬術大会（札幌）
開催開始

第１６回全日本馬術大会（山口）
中障害飛越競技甲優勝（鎌田正人：セン
トペル）

-
＆
-



゛ Ｘ

昭和３９年（１：：１９６４） 第１９回国民体育大会馬術競技（新潟県）３位
高校生自馬馬場馬術競技優勝（内山六郎：
洋孝）
一般貸与馬障害飛越トーナメント優勝（田
中、加藤、山村）
日本馬術連盟公認審査員認定（庄内貞夫）
北海道乗馬連盟副会長に半渾道郎氏就任（松
本、阿部副会長は退任）

北海道乗馬連盟事務局を山本智氏（札幌鉄道
公安室）担当

第１８回オリンピック開催（東京）

昭和４０年（１９６５） 北海道スポーツ少年団本部編成
日本馬術連盟公認審査員認定（井上忠吉）
第１７回全日本馬術大会（東京）
中障害飛越競技パルクー，１１・・Ｆ・シャス優勝（久保
田学：春洋）

第１回東日本馬術大会開催（馬事公苑）
日本乗馬少年団連盟創立
全日本高等学校馬術連盟創立
第１回北日本馬術大会（福島競馬場）

昭和４ｔ年（１！：｝６６） 第１回北海道自馬馬術大会（札幌競馬場）始
まる
日本馬術連盟第２種公認審判員となる（７名
：山崎善輝、ハ木正巳、魁生晴夫、氏間慎
夫）
第１２回全日本学生賞典障害飛越競技会（杉谷
馬事公苑）
個人優勝中島文夫

遊佐幸平氏逝去
日本馬術連盟総合馬術競技会（山梨県清里）

-
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年 号 北 海 道 乗 馬 連 盟 等 日 本 馬 術 連 盟 等 北 海 道 体 育 協 会 等’
昭和４２年（１１１｝｛３７） 北海道乗馬連盟理事を加盟各団体から１～２

名とし、事務局は半渾副会長と山本理事長
が担当した（北海道大学農学部）、副会長
に庄内貞夫、石井幸次郎各氏が加わり４
名、理事長に山本智氏が就任

第２２回国民体育大会馬術競技（埼玉県）８位
高校生貸与馬障害飛越トーナメント優勝
（馬場英司、布施佐知子、福田博明）

第１回全日本高等学校馬術競技大会（馬事
公苑）

財団法人北海道体育協
会となる

昭和４３年（ｌｊ９６８） 第３回北海道自馬馬術大会兼国体高校地区予
選（札幌）
開道１００年札幌市創建１００年記念馬術大会
（札幌）

日本社会人団体馬術連盟創立、第１回社会
人馬術大会（東京）
第２０回全日本馬術大会（馬事公苑）
複合馬術競技（千葉幹夫：ジョセフィン）

昭和４４年（ｌ：ニ１．９６９） 北海道乗馬連盟事務局を学内紛争のため山本
智宅に置く

全国都道府県馬術連盟会長、理事長協議会
開催（湯島会館）

昭和４５年（：１９７０） 第２５回国民体育大会馬術競技（岩手県）
高校生貸与馬障害飛越トーナメント優勝
（星野良三、古賀幹朗、田中俊輔）

第１３回全日本学生３・-ＤＡＹＢＶＢＮＴ（総合馬術
：大井）
個人優勝山口公章（帯広畜産大学馬術部）

第２２回全日本馬術大会（馬事公苑）
複合馬術競技（千葉幹夫：ジョセフィン）

-
㎝
０
．
１



昭和４６年（ｌ：：１．９７’１） 第２６回国民体育大会馬術競技（和歌山県）
高校生貸与馬障害飛越トーナメント優勝
（田中俊輔、中村隆志、前裕二）

第１４回全日本学生３-ＤＡＹＢＶＢＮＴ（総合馬術
：阪神）
個人優勝三木田照明（帯広畜産大学馬術
部）

昭和４７年（：１：１９７２） 第２４回全日本馬術大会（馬事公苑）
バルクールり１・シャス優勝（恩田求：柏勝）

日本馬術連盟第１回総合馬術選手権大会
（馬事公苑）

全国乗馬倶楽部連合会発足
昭和４８年（ニ：１．９’７３） 第２８回国民体育大会馬術競技（千葉県）２位

一般複合馬術競技優勝（山田源一郎：柏勝）
高校生貸与馬障害飛越トーナメント優勝
（油谷光治、大阪進、渥美誠）

北海道乗馬連盟事務局を札幌競馬場に移転、
総務部及び競技部設置、西村札幌競馬場場
長が副会長・理事長を兼任
この年まで日本馬術連盟北海道理事に山本
智氏が就任
汎太平洋国際馬術大会北海道見学旅行（全日
本ポニーグラプ連盟主催）

今はない井上乗馬倶楽部、北海道工業大学馬
術部、函館乗馬クラブが会員であった。
第２５回全日本馬術大会（馬事公苑）
バルクーＪＩ，・Ｆ・シャスＢ（柏村文郎：柏鷹）

． ●
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年 号 北 海 道 乗 馬 連 盟 等 日 本 馬 術 連 盟 等 北 海 道 体 育 協 会 等
昭和４９年（ｌ：１．９７４） 北海道乗馬連盟事務局を小野、片寄理事が担

当、パート事務員採用、理事長に半渾道郎氏就任
日本馬術連盟北海道理事に佐藤俊彦氏就任
北海道農業祭総合畜産共進会協力（札幌月寒）
第２９回国民体育大会馬術競技（茨城県）４位
一般総合馬術競技優勝（布浦敏一：ハヲビー）

第２４回全日本学生賞典障害飛越競技会（馬事
公苑）
団体優勝帯広畜産大学馬術部
個人優勝添田畠一（スターライト）

第１７回全・日本学生３-ＤＡＹＢＶＢＮＴ（総合馬術
：馬事公苑）
団体優勝帯広畜産大学馬術部
個人優勝山田源一郎（柏勝）

第：１．’７回全日本学生馬術大会３種目総合成績
（馬事公苑）

団体優勝帯広畜産大学馬術部

東京国際馬術大会（Ｃ．ＩＨ．Ｉ．；馬事公苑）

昭和５０年（ニニ１．！）７５） 日本馬術連盟北海道理事に半渾道郎氏就任
昭和５１年（ニニ１．９７６） 第１回北海道地区馬術大会開催（帯広）

北海道乗馬連盟規約改正、事務局担当鷲田和
彦常務理事

第３１回国民体育大会馬術競技（佐賀県）
成年総合馬術競技優勝（斎藤保則：柏栄）

第２８回全日本馬術大会（馬事公苑）
中障害飛越競技（長屋清隆：スターライト）

第２６回全日本学生賞典障害飛越競技会（馬事
公苑）個人優勝斉藤保則（柏栄）

-
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昭和５２年（１：１．９７７） 北海道スポーツ少年団本部改め北海道スポー
ツ少年団

第１５回日韓親善馬術大会北海道大会開催（札
幌）

北海道乗馬連盟監事に加藤弘現会長就任
第２７回全日本学生賞典障害飛越競技会（馬事
公苑）個人優勝長屋清隆（ニスターライト）

第１回ジュニア障害飛越競技選手権大会
（馬事公苑）

昭和５３年（ニ：１．！）７８） 第３３回国民体育大会馬術競技（長野県）
少年貸与馬障害飛越団体卜．-ナメント優勝
（宇野昭浩、中島雅春）

日馬連全国県馬連事務担当者連絡会議（馬
事畜産会館）

昭和５４年（ニ：１．９７９） 第３１回全日本馬術大会（東京）
選抜中障害飛越競技優勝（高橋均：ドン・
ホッパー）

第３４回国民体育大会馬術競技（宮崎県）８位

日本馬術連盟審判員規程改正
第２２回全日本学生馬場馬術競技会（馬事公
苑）

第２２回全日本学生３-ＤＡＹＥＶＢＮＴ（総合馬
術：馬事公苑）
個人優勝飯島雅明（専修大学馬術部）

昭和５５年（；１１９８０） 第４４回国民体育大会昭和６４年北海道完全開催
内定

第３５回国民体育大会馬術競技（栃木県）２位
少年障害飛越競技団体優勝（吉沢克己、伊
藤圭三）

北海道乗馬連盟理事長に岡田光夫氏就任

日本馬術連盟審判員ブレザーコート制定

Ｃ
昭和５６年（１１９８１） 第１５回全国高等学校馬術競技大会（江別・酪

農学園大学）
北海道乗馬連盟役員組織改編のため暫定的に
仮称拡大役員会を設置した（１２名）

北海道巣馬連盟事務局を４月に北海道立札幌
中島体育センター内に実質的に移転

日本社会人団体馬術連盟創立
日本馬術連盟馬術資格（騎乗者資格：Ｄ級
・Ｃ級指導者資格）認定開始
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年 号 北 海 道 乗 馬 連 盟 等゛ 日 本 馬 ‘ 術 連 盟 等 北 海 道 体 育 協 会 等
昭和５７年（ニ１９８２） 第３７回国民体育大会馬術競技（島根県）３位

北海道乗馬連盟新会則制定、役員を１３名とし
評議員会を設立し各団体から１名づつの評
議員を選出、審判部、総務部、強化部を設
置し関連規程の整備を始めた。
北海道乗馬連盟会長に高橋賢一、副会長に
半渾道郎、宮田四郎、監事に加藤弘、小野
忠、理事長に岡田光夫、専務理事に鷲田和
彦の各氏が就任

第３４回全日本馬術大会（東京）
中障害飛越選手権競技２走行優勝（坂東義
和：柏星）

゛第９回アジア競技会第１回馬術競技（イン

ド・ニューデリー）

昭和５８年（ｌニ：１．９８３） 第１回社会人団体馬術連盟個人選手権大会
（馬事公苑）

第１回アジア国際障害馬術大会（馬事公苑）
昭和５９年（ニ皿８４） ４４国体馬術競技強化事業始まる。昭和６０年度

から指定馬事業を北海道国体局の補助によ
る計画を策定

第３９回国民体育大会馬術競技（奈良県）２位
鷲田和彦専務理事交通事故で逝去
第１８回全日本高等学校馬術大会優勝（浦河高
等学校）

第３７回全日本馬術大会（東京）
内国産馬スピーＦ・アン１１哨ンディネス優勝（土井仁：
・ １ １ ’ ・ ・ チ ・ ャ ー リ ー ）．

全日本馬場馬術大会独立（馬事公苑）
第１回Ｃ．Ｓ．Ｉ．ＴＯＫＹＯ（馬事公苑）

ｊ

１
㎝
４
-



昭和６０年（：１９８５） 北海道乗馬連盟専務理事に八木正巳氏就任
４４国体馬術競技強化指定馬育成事業開始（昭
和６４年度まで）
第１回指定馬選考審査会開催（１０月：モモ
セライディングファーム）

第３０回北海道団体馬術選手権大会開催（北星
乗馬クラプ）

日本馬術連盟定款制定、第１回日本馬術連
盟評議員会開催

昭和６１年（ニニ１．９８６） 北海道乗馬韓盟役員改選、全員留任、理事２
名 増 員。

第１６回全日本総合馬術大会（東京）
一般競技優勝（布施佐知子：チアガール）

日本馬術連盟Ｂ級・Ａ級騎乗者資格、イン
スｔラクター及びアシスタント・インス
トラクダー認定暫定措置

昭和６２年（ｌニニ１．９８’７） 第１７回全日本総合馬術大会（山梨県）
ジュニア選手権競技優勝（布施勝：サミヅ
ト）

第６回日韓高等学校馬術大会開催（９月：北
星乗馬クラプ）

第４２自沖縄国体馬術競技において東北以北の
参加乗馬を関係道都県馬術連盟で資金協力
し、航空機（往復）で輸送した。成績は総
合で９位でしたが、乗馬の保護のためには
最高でした。

国民体育大会開催は沖縄を持って日本列島
一巡を終える。
第３０回全日本学生３-ＤＡＹＥＶＥＮＴ（総合馬
術：馬事公苑）
第３０回全日本学生馬場馬術競技会（馬事公
苑）
個人優勝村上恵祐（明治大学馬術部）

一
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年 号 北 海 道 乗 馬 連 盟 等 日 本 馬 術 連 盟 等 北海道体育協会等
昭和６３年（１９８８） 第４４回国民体育大会リハーサル大会開催

北海道乗馬連盟役員改選、全員留任
第２４回東日本馬術大会（山梨）
内国産馬障害飛越選手権競技優勝（長屋清
隆：カリスタヒ一ロー）

日本馬術連盟騎乗者・指導者資格認定試験
制度実施
日本馬術連盟競技者規程制定
第４０回全日本障害飛越馬術大会（群馬）
内国産馬標準障害飛越予選競技優勝
（大谷直生：リューク）

平成元年（１９８９） 第４４回はまなす国民体育大会（浦河）馬術競
技優勝
成年２部馬場馬術競技優勝（丹治輝明：二
ットク．ジャンボ）
成年２都スビーＦアン１１ハンディネス競技優勝（大町
哲也：柏星）
成年一部総合馬術競技優勝（宮竹智明：チ
ップマンク）
少年標準障害飛越競技優勝（佐伯光夫：カ
リスタヒーロー）
成年一部ク１１スカントリー競技優勝（賀山高：コジ
ロウ）

第４１回全日本障害飛越馬術大会（馬事公苑）
内国産馬障害飛越選手権競技優勝（武笠昭
男：フェニックス）

第４１回全日本障害飛越馬術大会（馬事公苑）
内国産馬標準障害飛越予選競技優勝
（大谷直生：リューク）



平成２年（ｌｊ９９０） 北海道乗馬連盟役員改選、全員留任
北海道乗馬連盟半渾副会長東京出張時に発病
北海道乗馬連盟ニ１-：；１デザイン講習会開催（１１月：
ソーザンホースパーク）

第４２回全日本障害飛越馬術大会（大坂・杉
谷）
標準大障害飛越予選競技優勝（大谷直生
：リューク）
内国産馬スビづアン１１／１ンディネス予選競技
（布施勝：明姫）

北海道体育協会国体推
進室を競技力向上対
策室室を競技力向上
対策室（競技力向上
課）に改組

平成３年（：：１．！）９１） 第４６回国民体育大会馬術競技（石川県）４位
少年団体障害飛越競技優勝・（佐伯光夫、緒
方美絵、千島俊司：ヒロパピー）
少年リレー競技優勝（佐伯光夫：カリスタ
ヒーロー、畠山慶和：レイノルビオ）

日本馬術連盟北海道理事に岡田光夫氏、評議
員に八木正巳氏就任（この年まで岡田光夫
氏が評議員）

第２７回東日本馬術大会開催（ノーザ；・ホースバーク）
第１５回全日本障害飛越選手権大会（大坂、杉
谷）

一標準障害飛越競技ポニーｌｉ・ｆダー優勝

（白井岳：メイシャ）
ジュ，二．’アライダー優勝（畠山慶和：レイノルビオ）
スピーＦアンｌｊＪＸンディネス競技ポ，ニーライダー優勝

（白井岳：メイシャ）
Ｓ？；１ニアライダー優勝（畠山慶和：ジエロニモ）
；１１，ニ，-ラ，・げ一選手権競技優勝（白井岳：ＪＩイシャ）

日本馬術連盟制定の馬場馬術競技課目及び
総合馬場馬術競技課目の変更、ならびに、
ＦＥＩ制定の総合馬場馬術競技課目の変
更

-
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年 号 北 海 道 乗 馬 連 盟 等 日 本 馬 術 連 盟 等 北 海 道 体 育 協 会 等
平成４年（ｌ：１９９２） 北海道乗馬連盟役員改選、会長に加藤弘、副

会長に岡田光夫、吉田勝巳、監事に高橋了
平、高田左内、理事長に八木正巳、専務理
事に竹之内博康、技術担当理事に白井民平、
理事に小野忠、三浦勲、橋本民雄、鎌田正
人、村上隆保、中曽根宏、山崎善輝、小川
石美、菊池孝、久保田学の各氏が就任（１８
名）

北海道乗馬連盟高橋了平監事障害飛越競技走
行中落馬事故で負傷（年末に逝去）

’９２ヤマハ・ノーザ；・・ホースショー（，／-が’ン；１；-スパーク）
’９２１ＢＧホースショー・ジャパン（ノーザ；／ホースバーク）

第２６回全日本高等学校馬術競技会優勝（札幌
光星高校）

第１６回全日本ジュニア障害飛越選手権大会
（大坂：杉谷）
ポニーライダー選手権競技優勝

（吉田俊介：スーパージャック）
ジュニアライダー競技スピーＦ・アンＦ・ｊｘンディネス競
技 優 勝 （ 白 井 岳 ： ラ レ イ ）
ジュニアライダー選手権競技優勝

（畠山慶和：レイノルビオ）

第４７回国民体育大会馬術競技（山形県）
インストラクター更新講習会開催（１，／-・！１’ンホー
スパーク）
ＦＥＩ馬場馬術競技運動改正課目の実施

一
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平成５年（１１９９３） 北海道乗馬連盟監事に河田啓一郎氏就任、小
川石美理事転勤で佐藤治男氏理事に
日本馬術連盟国体委員に白井民平氏就任．
’９３ャ’７ＪＩ・ノーザン・ホースショこ（ノー：ｌｊ’；／ホースバーク）

第１回対ニュージーランド・ジュニア障害馬
術大会（ノーザン；１；-スパーク）

第１７回全日本ジュニア障害飛越競技選手権大
会（大坂：杉谷）
ジュニアライダー標準障害飛越競技優勝

（白井岳：クロワドヴィコンテ）
ポニーライダースビーＦ・アンｌｊりｘンディネス優勝

（天羽真崇：メイシャ）
ポニーライダー総合成績優勝

（天羽真崇：メイシャ）
ポニー選手権競技優勝

（天羽真崇：メイシャ）
第１２回日、韓高等学校馬術競技大会開催

（，，１-・！ｒン；１；-スパーク）
第２９回東日本馬術大会（山梨県）
内国産馬障害飛越選手権競技優勝

（吉田俊介：ダイナアトランダム）
標準大障害飛越競技優勝（白井岳：シドラ）
中障害スピード＆ハンディネス競技優勝

（白井岳：キングストンボーイ）
大障害飛越選手権競技優勝

（白井岳：シドラ）
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年 号 北 海 道 乗 馬 連 盟 等 日 本 馬 術 連 盟 等 北 海 道 体 育 協 会 等

＼ 。

第４８回国民体育大会馬術競技（徳島県）４位
成年２部標準障害飛越競技優勝

（吉田俊介：ダイナアトランダム）
北海道乗馬連盟創立４０周年記念式典・祝賀会
開催（札幌グランドホテル）

北海道乗馬連盟４０年史発行
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●
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功労者及び功労馬受賞一覧

（１）社団法人日本馬術連盟功労者表彰
昭和４３年度：高橋賢一、武田忠幸
昭和４５年度：太秦康光、井上忠吉

昭和４８年度：原島つる子
昭和５９年度：鷲田和彦
平成３年度：半渾道郎

ｒｆ
（２）社団法人ぼ本馬術連盟功労馬表彰

昭和４０年度：洋孝号

昭和４５年度：碧雲号、雲霧号、広風号

昭和４８年度：勇勝号、北樫号、キングフレーム号

昭和５０年度：柏鷹号

昭和５１年度：舟政号

昭和５４年度：柏勝号
‘昭和５５年度：スターライト号

昭和５９年度：ドンホッパー号

昭和６１年度：テレサ号

昭和６２年度：隆孝号丿

昭和６３年度：柏栄号

平成元年度：ゼファー号

平成５年度：トカチムサシ号

（３）財団法人北海道体育協会表彰

創立５０周年記念・昭和５７年度：庄内貞夫

第１回・昭和５８年度：北海道乗馬連盟

第２回・昭和５９年度：半渾道郎

第 ７ 回 ・ 平 成 ２ 年 度 ： 大 町 哲 也 、 賀 山 高 、 佐 伯 光 夫 、 武 笠 昭 男、

丹 治 輝 明 、 宮 竹 智 明

-６１-
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（４）財団法人北海道体育協会スポーツの優秀な成績を収めた者表彰

昭和３７年度：山崎毅紀、滝沢迪子
全北海道チーム、北海道大学馬術部

昭和３８年度：鎌田正人
昭和３９年度：内山六郎

昭和４０年度：久保田学
昭和５０年度：布浦敏一

（５）南部忠平奨励賞

第８回（ｌ昭和５５年度）：第３５回国民体育大会馬術競技少年の部チこーム
（札幌光星高等学校）

第１２回（昭和５９年度）：浦河高等学校馬術チーム

- ６ ２ -
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編 集 後 記

平成４年秋、加藤会長から、ぜひ、北海道乗馬連盟４０年史を編纂して欲しい

という依頼があり、役員会及び理事会においても積極的に賛同が得られ、我々

編集委員が未熟ながらその任に当たることとなった。
４０周年となる日は、平成５年１０月で、当初は一応の目途は立てたがどの辺か

ら手を付ければよいのか、具体的に形が見え始めたのは平成５年７月頃であっ

た。ともかく、寄稿文及び写真・資料などの協力依頼を３月に出すことから開

始した。予定の立てようがなかったが、結果的に予定のペー＝ジ数を満たす程度

という意味では予想どおりの集まり具合と言えた。しかし、まだまだ十分とは

言えませんというのが実感です。今後も資料は整備していきたいと考えます。

４０年史発刊後も、何か情報がありましたら、どしどしお寄せください。

ともあれ、冷や汗ものの４０年史発刊ですが、このような時期にこのような仕

事をすることができたことは、大変幸せなことであり、また、大きな思い出と■ ■ １ -
なるでしょう。

ここに、ご協力を頂きました編集委員の方々、寄稿或いは資料を提供してく

ださった方々には特にお礼を申し上げるとともに、４０年史発行及び４０周年記念

行事にわたってご協力ご支援をいただいた方々にも深く感謝を申し上げます。

さらに、この４０年史発刊を契機に、北海道乗馬連盟がますます発展すること

を祈念して編集にあたっての結びといたします。-

（ 編 集 委 員 八 木 正 巳 記 ）

- １ ０ ３ -

編 集 委 員 竹 之 内
山 崎
松 下
山 田
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